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P
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JT
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y
z
y
の
所
一
設
を
中
心
、
と
し
て
|
|

-歩

h
H「

岡

売 r

敗
戦
以
来
早
〈
も
こ
年
に
近
い
コ
」
の
問
日
本
農
業
ほ
か
つ
て
見
ざ
る
歴
史
的
重
大
柿
換
を
開
験
し
今
も
倫
樋
験
じ
9

h
あ
る
。
世

界
史
上
後
抽
出
岡
忙
於
け
丸
操
業
土
地
制
度
改
卒
の
多
〈
が
自
闘
の
力
よ
り
も
、
他
闘
の
直
接
間
接
の
閲
興

4
4っ
て
途
行
せ
ら
れ
た
事

費
忙
一
鑑
み
る
風
、
一
丸
岡
五
年
千
三
月
九
日
附
の
聯
合
岡
側
よ
り
D

1
農
民
解
放
令
」
陀
基
づ
〈
今
聞
の
土
地
改
革
も
一
の
歴
山
民
的
必

、
然
性
を
も
っ
出
来
事
の
糠
に
思
は
れ
る
。
明
治
維
新
以
来
現
在
紘
一
貨
現
せ
ち
る
べ
く
し
て
費
現
し
得
法
か
っ
た
日
本
農
業
に
と
っ
せ

の
最
大
の
課
題
の
一
ほ
、
い
ほ
E
白
カ
に
て
は
解
イ
己
主
を
得
令
、
他
力
に
よ
っ
て
解
答
が
あ
だ
べ
ち
れ
た
り
で
あ

htし
が
も
倫
日
本

農
業
忙
段
重
大
な
渇
問
題
が
未
解
決
の
ま
a
A

残
芭
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
問
題
は
今
後
白
日
本
農
業
の
進
路
如
何
で
あ
る
。
血
は
蹄
着
す
る

と
と
ろ
・
農
業
K
於
け
る
粧
品
百
規
模
め
問
題
と
、
と
れ
'
E
か
ち
ん
で
、
モ
己
で
生
産
ぜ
ん
と
す
る
農
産
品
怖
の
種
類
白
問
題
、
更
に
と
む

隅
者
と
輸
相
接
た
る
開
聯
主
持
っ
て
日
本
農
業
の
持
働
能
率
上
上
り
見
た
る
合
理
化
問
題
で
あ
り
・
一
じ
か
も
E
れ
ら
が
す
刊
て
ァ
圏
内
に

於
け
る
農
工
雨
産
ι
業
一
切
介
業
占
い
ふ
槻
鮪
と
‘
世
界
農
業
の
一
環
と
し

~τ
の
日
本
農
業
の
地
位
と
白
己
由
一
一
つ
の
楓
貼
か
ち
誤
担
赴
き

結
論
を
引
奇
問
き
由
ぽ
長
ら
ね
も
四
と
考
J

へ
ら
れ
る
ロ
乏
の
一
揚
合
日
本
民
主
化
を
mw
遣
す
る
方
向
を
指
向
す
弓
害
事
は
を
の
最
大
の
前
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農
業
主
幽
繭
拙
刈

第
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4
1
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品
世
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第
一
瞬

提
で
託
け
れ
ば
な
ら
ね
。
戦
時
中
聯
合
岡
側
の
方
針
と
し
て
「
日
本
を
農
業
岡
た
ら
し
め
る
」
も
D
と
縛
せ
ら
れ
た
け
れ
"
と
も
、
又
一

方
民
於
て
は
7
3
F
リ
カ
の
輿
論
中
忙
、
「
日
本
と
h
ふ
岡
を
本
営
に
民
主
的
在
ず
呂
比
ほ
日
本
を
農
業
聞
に
し
て
ゐ
い
て
は
駄
目
で
あ

る
」
と
い
ふ
意
見
が
遁
ベ
ち
れ
て
い
る
在
亀
傭
へ
ち
れ
て
い
る
。
即
ち
農
業
と
い
ふ
も
白
は
元
来
あ
る
程
度
白
土
地
の
燐
さ
を
必
要
と

ナ
る
も
の
で
あ
る
。
曹
と
と
ろ
で
日
本
の
農
業
は
と
れ
以
上
集
約
的
陀
ず
る
と
と
ほ
不
可
能
で
あ
る
。
八
千
寓
以
上
の
丸
聞
を
狭
い
副
主

に
押
し
と
ん
で
農
栄
忠
依
存
さ
せ
て
は
ま
た
ま
た
か
に
仲
び
ざ
畠
を
得
左
〈
な
る
。
日
本
主
本
館
托
一
平
和
な
闘
に
寸
る
た
め
陀
は
土
地
〆

の
康
苫
に
か

h
bり
の
な
い
や
う
な
夜
業
、
っ
・
ま
り
工
業
副
忙
し
な
く
て
は
段
ち
な
い
。
-
し
小
も
日
本
の
園
内
の
生
前
水
準
は
低
い
か

ら
圏
内
用
産
業
に
白
み
翻
る
と
曹
と
ほ
、
無
担
で
輪
開
産
業
在
中
心
と
し
た
や
り
方
忙
し
な
い
と
、
本
官
の
平
和
愛
好
岡
忙
な
ち
な
い
と
刷

ふ
鷲
見
で
あ
る
。
斯
様
在
見
方
か
ち
す
れ
ば
・
白
木
を
輸
防
工
業
中
心
の
一
工
業
岡
'
と
し
て
溌
民
一
せ
し
K
句
べ
き
で
あ
り
、
農
業
意
図
は
E

し
い
日
本
再
建
の
越
で

k
n
と

見

る

の

で

あ

る

。

』

、

1

日
本
虻
は
古
来
農
本
主
義
的
思
恕
が
根
強
〈
巣
食
っ
て
h
る
。
今
回
目
土
地
改
革
の
賓
晶
聞
に
止
っ
て
、
そ
れ
ち
田
地
盤
は
は
げ
し
く

掻
り
動
か
苫
れ
、
亙
忙
ひ
ん
し
て
は
以
る
け
れ
ど
も
、
根
絶
主
迄
ほ
行
品
円
、
得
歩
、
種
々
衣
裳
を
換
へ
て
新
農
本
主
義
、

J

新
新
品
民
本
主
義

等
が
出
現
す
る
で
あ
色
手
己
と
ほ
考
べ
得
ち
れ
る
。
と
の
思
怨
よ
り
す
れ
ば
戦
争
放
棄
匙
宣
言
し
た
今
日
も
品
川
食
栂
白
自
給
自
足
原

則
は
掌
中
の
ま
り
如
〈
容
易
に
捨
て
去
り
が
た
h
も
の
な
6
で
あ
る

o
bれ
わ
れ
ほ
以
下
常
而
解
決
主
せ
ま
ち
れ
た
課
題
と
し
て
、
日

本
再
建
白
重
大
方
策
た
る
農
業
立
国
主
義
か
工
業
立
岡
主
義
か
の
問
題
E
J
T
イ
ツ
Z

ル
の
「
農
一
工
業
岡
家
か
工
業
岡
家
か
」
な
る
論
文

を
紹
介
吟
味
す
る
と
と
民
主
っ
て
.
解
明

L
、
百
本
農
業
の
進
路
に
針
ず
る
指
針
に
い
、
苫
苫
か
の
資
料
を
加
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

九時V

a骨

る

. 
位

空
間
調
越
の
農
民
解
放
(
回
目
白
星

5
5巴
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ド
イ
ツ
占
領
D
影
響
の
弔
に
賀
施
せ
ら
れ
た
も
の
と
盲
点
て
い
る
・
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「
十
凡
世
相
末
、
十
九
世
和
初
頭
に
は
7

ラ
シ
ス
人
同
オ
a
J

叩
グ
、
イ
タ
，
ァ
、
西
V
イ
ツ
応
粧
蹴
的
に
浸
入
L
た
、
柚
世
帯
フ
ラ
シ
ス
入
山
植

、
略
取
し
た
地
方
に
自
闘
同
様
由
自
由
E
も
た
b
七
た
。
L
(
]
λ
O
四
年
畿
布
せ
ら
れ
た
古
都
レ
オ
ン
法
典
に
よ
る
農
民
解
放
)
ゴ
ル
ツ
醐
泡

農

業

血

、

拙

帯

、

一

一

四

北

頁

姐

下

参

照

・

.

一

寸
頁
惇
A

守
戎
の
世
界
大
戦
後
に
布
け
正
融
削
諸
岡
町
土
地
改
革
在
見
ょ
.
世
界
週
報
、
、
ニ
寸
七

t

倍
、
=
一
十
四
説
、
各
闘
に
和
け
あ
土
地
改
革

参
照
・

1

--ヂ
イ
ザ
且
戸
の
「
農
工
業
周
一
家
か
工
業
岡
家
れ
」

F 

日
本
白
古
来
侍
統
的
忙
主
張
せ
色
れ
た
、
膏
代
の
農
民
自
治
開
制
に
捨
て
が
た

h
憧
慨
を
持
つ
一
周
の
農
本
主
義
者
白
所
持
町
は
別
と

じ
て
、
経
済

k
D
立
問
策
と
し
て
農
業
立
岡
主
義
を
説
く
も
の
は
、
「
昔
時
の
如
4
単
純
な
邑
農
業
本
位
主
義
の
樹
立
き
れ
得
ベ
昔
も

一
の
で
な
く
.
そ
り
意
味
す
る
と
E
ろ
ほ
ど
う
し
て
も
農
主
本
と
し
な
が
ち
之
に
然
る
べ
く
商
工
業
を
加
へ
農
工
商
併
立
白
紙
態
を
諮
り

自
ず
と
い
ふ
と
と
で
な
く
て
は
な
色
ぬ
。
吏
忙
今
少
い
い
〈
共
の
意
義
を
緩
和
す
れ
ば
・
今
日
の
曲
宮
本
論
は
之
を
共
の
優
位
農
業
本
位
と

r

一

一、，

細
川
す
ペ
ま
で
は
な
く
‘
却
っ
て
商
工
業
本
位
と
し
乍
ち
)
之
に
農
業
主
加
味
む
て
ヱ
前
農
併
花
田
欣
態
を
諮
り
問
す
己
ム
L
E意
味
す
る

も
の
だ
と
見
ら
れ
得
ゐ
」
白
で
あ
る
。

J

周
知
白
如
〈
英
国
に
於
て
十
九
世
相
中
業
所
椙
穀
物
閥
税
廃
止
岡
県
対
運
動
が
盛
忙
行
ほ
れ
た
・
そ
の
際
展
開
せ
ら
れ
た
農
業
立
図
か

商
工
業
立
問
か
の
問
題
に
つ
い
て
D
論
争
、
就
中
マ
ル
予
耳
、
リ
カ
ル

F
オ
聞
の
ゆ
セ
れ
は
徐
り
に
一
丸
有
名
で
る
る
が
、
現
在
も
倫
営
該

問
題
に
閲
し
て
ほ
.
古
典
一
的
債
依
を
失
っ
て
ほ
い
な
い
プ
そ
の
後
の
英
闘
に
於
℃
は
、
只
管
工
業
白
稜
展
白
み
ほ
か
ち
れ
‘
之
に
伴
っ
て

商
業
の
陵
高
を
招
来
し
、
外
岡
及
び
植
民
地
主
担
工
業
原
料
を
購
入
し
て
金
製
品
を
外
園
及
び
植
民
r
地
に
費
出
し
、
外
岡
貿
易
を
療
に

じ
て
商
工
業
の
抽
出
展
を
と
げ
る
と
と
が
卸
ち
一
園
経
捕
の
設
展
を
岡
る
所
以
左
考
入
砂
共
問
農
業
は
時
勢
に
酒
会
せ
ナ
し
て
表
獄
由
道

尚一、

農
業
立
園
前
批
剣
ち

第
六
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吟

、民

農
議
立
図
論
批
列
戸

在
辿
る
け
れ
ど
も
之
に
一
廟
も
あ
た
へ
守
し
て
恒
人
と
資
本
と
事
業
と
が
都
市
と
商
工
業
と
に
集
中
す
る
事
を
共
白
勢
の
ま
h
に
放
任

し
岡
家
は
商
工
業
の
殻
展
島
は
謹
力
ず
る
け
れ
さ
も
、
農
業
。
維
持
繁
栄
に
は
殆
ん
ど
刷
る
所
が
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
家
が
斯

様
な
欣
態
に
成
長
レ
悲
し
た
時
如
何
在
る
意
味
に
於
て
も
農
業
立
岡
主
義
が
問
題
と
な
り
得
在
い
の
は
言
を
倹
た
な
い
。
世
界
白
梅
を

支
配
せ
る
英
園
旗
の
下
で
は
純
軸
刊
の
工
業
立
固
ま
義
の
存
立
す
る
前
提
が
見
も
れ
る
の
で
あ
り
、
或
は
照
飛
に
於
て
図
際
謹
合
即
日
現
資

自
一
個
白
世
界
岡
家
主
形
成
す
る
場
合
.
現
枝
存
在
す
る
各
同
夜
間
に
完
全
な
る
分
業
が
賃
施
せ
色
れ
る
と
圭
一
は
可
能
で
あ
色
う
。
わ

れ
わ
れ
が
現
在
の
周
一
本

m
諸
々
。
保
件
の
下
に
於
て
農
業
立
岡
論
の
是
非
を
取
扱
ふ
に
つ
い
て
は
、
英
闘
に
於
け
る
占
典
的
を
マ
ル
サ

x
J
Z
Fオ
の
農
業
保
護
論
争
上

-2、
む
し
ろ
資
本
主
義
務
反
の
段
階
に
於
丈
倫
相
似
盟
主
q

二
十
世
智
初
頭
一
闘
の
翼
定
於

A
W
 

で
E
に
此
白
問
題
に
闘
し
て
論
究
せ
色
れ
た
所
を
顧
み
る
一
己
と
は
示
唆
す
る
と
と
石
多
き
も
の
と
考
人
1

ち
れ
る
a

ハ
イ
ン
リ
一
ツ
ヒ
'
デ

イ
ツ
エ
ル
の
「
農
エ
業
開
家
か
、
工
業
岡
山
訴
か
」
は
二
七
世
組
初
頭
D
穀
物
閥
枕
問
題
を
め
p
hる
、
一
方
に
於
て
ほ
ア
ド
ル
フ
・
ワ
グ

ナ
1
在
中
心
在
ぜ
畑
農
業
立
闘
論
者
、
他
+
か
に
於
て
ほ
ん
汁
ョ
・
プ
V

V

タ
ノ
ー
を
中
、
む
と
せ
る
工
業
官
同
論
滑
聞
に
く
り
庚
げ
ち
れ

先
花
均
し
い
論
品
shu
、
第
一
次
官
界
大
戦
の
遺
し
た
経
府
方
面
で
の
幾
多
の
教
訓
忙
照
し
・
相
劉
立
せ
る
問
者
陀
射
し
共
忙
努
め
て
客
叫

明〆

概
的
、
批
判
的
、
立
つ
純
経
一
情
的
立
揚
に
菩
b
o
a
t
へ
と
れ
ち
を
要
約
し
、
論
争
に
総
決
算
を
あ
た
へ
て
必
唱
。
そ
の
あ
〈
ま
で
も
理

論
家
た
ら
ん
と
す
る
立
揚
が
賓
割
に
於
て
如
何
な
る
理
論
的
性
絡
に
基
づ
く
か
は
常
然
問
題
と
さ

ιぺ
き
で
は
あ
る
が
‘
今
一
臆
考
鳳

の
外
に
置
く
を
ち
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
去
っ
た
我
闘
の

E
K営
面
の
問
題
た
る
、
農
業
立
国
か
工
業
立
闘
か
の
、
日
本
終
消

再
建
の
構
想
忙
於
け
る
最
大
の
峨
路
に
、
決
定
的
進
路
を
指
向
?
る
恰
の
と
思
惟
せ
ら
れ
る
。
ワ
グ
ナ
1
の
立
揚
を
傭
統
的
制
調
逸
農

民
的
立
嘉
と
稽
じ
得
る
と
す
れ
ば
.
ヂ
イ
?
ヱ
ル
の
立
崎
地
は
、
プ
レ
ン
h

夕
、
ノ
ー
の
立
揚
に
近
く
、
よ
り
一
層
徹
底
~
し
て
西
ヨ

1
ロ

a
，

、

，

T

曲
士
山
的
(
む
し
る
イ
ギ
刊
二
的
と
言
っ
た
方
が
誼
切
で
あ
ら
う
て
古
典
畢
沃
的
、
文
は
純
経
済
論
的
立
揚
と
稀
し
得
お
で
あ
ち
%
。
一
彼
の
諭

第
六
十
「
轡

責辞

掛

『
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文
が
寸
農
工
業
関
家
山
工
業
岡
家
か
」
な
る
表
題
を
か
aa
同
い
る
己
と
の
中
に
既
に
彼
が
古
昔
農
本
主
義
的
立
揚
の
み
設
ら
宇
、
上
過
の

耕
し
き
農
業
立
岡
主
義
忙
射
し
て
吉
明
か
に
批
判
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
℃
と
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
@

デ

4
ツ
Z
M
ル
は
党
づ
第
一
に
工
業
固
化
D
有
利
在
る
理
由
と
不
利
な
る
理
由
を
綿
括
的
民
指
摘
す

An有
利
論
1
1
i
工
業
闘
化
は
い

はい
A

「
の
天
の
惑
み
に
外
法
ち
ぬ
。
一
工
業
関
佑
の
結
果
・
西
ヨ

I
ロ
ツ
バ
ほ
3

岡
民
粧
抑
的
ア
ウ
グ
ん
キ
ー
の
か
つ
て
の
紋
曲
闘
が
そ
り

ま
h
疲
一
ら
+
織
績

L
て
い
た
、
と
す
れ
ば
も
恐
ら
く
は
獲
得
じ
得
た
圭
考
へ
ら
れ
る
土

P
も
、
そ
の
牧
続
は
は
る
か
に
大
で
あ
っ
た
と
信

ぜ
ら
れ
る
。
即
ち
(
己
、
原
料
開
家
主
の
交
易
由
一
結
果
と
し
て
、
西
ヨ

T
ロ
ヅ
バ
誇
閣
の
経
済
の
止
産
性
ほ
著
し
〈
高
め
ち
れ
、
一
屠

、
多
〈
町
一
宮
が
獲
得
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
一
一
〉
‘
か
く
生
産
性
が
高
め
ら
れ
た
結
果
、
平
均
弊
銀
は
著
し
〈
騰
貸
し
、
従
っ
て
地
代
並

忙
費
木
利
子
は
共
に
低
落
し
、
財
配
分
は
均
等
佑
せ
ら
れ
、
枇
合
的
卒
和
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
会
号
、
製
造
ヱ
業
が
特
忙
務
建
し

先
結
果
、
(
売
れ
は
岡
井
止
ー
の
食
愉
品
原
料
品
白
輪
入
賞
に
よ
り
規
制
せ
ら
恥
る
白
?
?
@
が
)
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
薗
の
人
口
牧
容
力
ほ
著
し
く
、

増
大
し
従
っ
て
闘
力
の
強
大
化
を
来
し
た
。
と
れ
に
針
し
、
不
利
論
を
嬰
約
す
る
在
ち
ば
、
工
業
同
化
は
い
は
ぽ
一
一
の
不
幸
に
外
在
ら

令?'
f
ナ
ス

i

プ一ヲフフ一
λ

ρ

負
に
静
化
ナ
る
。
(
一
一
三
有
利
論
に
於
て
ほ
E
の
閣
が
徐
担
に
も
渇
軍
評
慎
き
れ
す
ぎ
て
い
る
、
帯
同
展
の
も
た
ら
す
有
形
無
形
白
悪
結

果
を
も
の
V
&考
慮
路
加
へ
ね
ば
な
合
唱
。
従
っ
て
図
司

I
R
ッ
パ
諸
岡
り
工
業
閥
的
裂
展
に
は
支
位
の
用
意
が
必
要
な
り
と
見
る
の
で
、

あ
る
。
{
ワ
グ
・
ナ
l

、
オ
ル
F
V
4
ル
タ
)

突
に
不
利
論
の
第
一
白
も
の
と
じ
て
、
反
動
化
必
至
の
現
出
品
川
を
や
h
詳
細
に
遁
べ
る
な
ち
ぽ
、
(
一
三
工
業
閥
的
掛
町
民
に
は
そ
白
念

特
回
が
不
可
避
で
あ
る
。
そ
の
原
闘
と
し

τ段
、
(
イ

v.原
料
図
も
亦
工
業
化
ず
る
、
卸
ち
ヱ
業
園
は
原
料
固
に
帰
来
そ
れ
程
多
〈
の

製
遁
品
を
供
給
ず
る
徐
地
た
き
に
至
る
。
(
ロ
)
・
原
料
閣
の
人
口
増
加
の
結
果
工
業
岡
の
輸
入
し
得
右
食
料
品
原
料
品
の
動
静
は
帰
来

己
一
一
一
傭
一
焼
、

農
業
立
岡
前
批
列

傍
大
十
一
巻



庫

業

立

閑

論

批

判

ニ

困

そ
払
程
馴
待
し
得
歩
ハ
の
竺
鞘
昨
日
あ
げ
ち
れ
品
。
か
く
し
て
原
料
問

ι工
業
闘
と
白
介
業
他
は
た
だ
経
済
史
上
一
の
間
狂
言
K
す
?
?
・

コ
ス
モ
ポ
官
デ
イ
十
シ
ユ
な
分
業
は
尚
心
ば
一
り
〈
は
続
く
で
あ
色
う
が
・
杏
よ
ド
激
烈
な
設
展
を
と
げ
る
で
は
あ
ら
う
が
、
早
晩
斯
か

呂
分
耕
地
は
破
滅
忙
古
車
る
も
白
と
考
へ
ち
れ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
問
の
工
業
は
再
牧
縮
。
運
命
に
あ
り
‘
原
料
食
績
生
産
自
再
度
損
強

除
不
可
避
で
あ
る
。
そ
hu
招
来
す
る
と
と
ろ
は
、
蕗
力
な
る
資
木
喪
失
と
搾
銀
低
落
、
持
働
者
の
失
業
で
あ
る
。
た
と
へ
ぽ
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
D
棉
花
色
加
工
、
自
己
消
費
に
よ
る
慢
性
的
「
棉
花
飢
餓
」
の
如
在
揚
合
が
ζ
れ
で
あ
る
。
や
が
℃
富
及
刊
伯
仲
札
舎
的
平
和
比
於

プ
ヲ
A

育
γ
q
4
J
ス

z

v

て
E
m
一
削
除
負
に
陣
化
じ
、
食
糧
口
問
原
料
品
の
債
格
は
暴
騰
し
、
工
業
製
品
の
倒
格
は
反
針
に
檎
備
に
化
す
る
と
h
ふ
の
で
あ
る
。

(
ぜ

1
9
y
〈
オ
ル
F

Y

4

ル
タ
)
か

f
で
は
工
業
関
化
の
傾
向
を
愈
々
強
化
す
呂
と
と
は
近
閥
的
政
策
で
あ
っ
て
、
「
工
業
的
殻
展

ρ激

化
を
絶
え
宇
監
繭
じ
、
農
業
維
持
忙
努
め
る
た
一
ち
ぽ
、
一
上
、
速
の
反
動
運
動
か
ら
生
・
す
る
ζ

と
あ
る
べ
脅
寄
惑
と
損
失
と
を
よ
れ
り
小
た
ら

し
め
る
と
ざ
と
な
呂
で
あ
ち
う
L
t
工
業
関
化
反
針
論
者
は
結
論
世
る
勺

右
の
如
き
一
聯
の
反
動
化
必
至
の
理
論
に
劉
じ
て
あ
た
ヘ
ち
れ
売
デ
イ
ツ
ヱ
ル
の
批
判
は
次
の
如
く
で
あ
る
o
反
動
化
の
必
然
性
が

今
百
の
原
料
岡
の
工
業
化
の
必
然
性
か
ち
導
き
出
さ
れ
}
る
と
す
る
た
ち
は
、
ζ

れ
に
封
L
て
は
、
慨
に
ヒ
品

1
一
ム
以
来
潰
線
的
推
理
に

止
っ
て
白
自
に
さ
ら
さ
れ
‘
歴
史
的
に
は
一
世
和
学
に
瓦
る
関
験
忙
よ
っ
て
ば
け
の
皮
を
は
が
れ
た
所
の
京
商
主
義
的
思
想
に
基
づ
け

早
期
耐
謬
に
批
判
一
白
矢
が
は
な
た
れ
ね
ば
な
ら
を
い
o
た
昌
一
へ
ば
澗
誕
の
工
業
同
化
は
先
進
岡
た
る
英
仰
に
針
レ
如
何
な
る
影
響
を
も
た

「
ち
し
た
か
、
調
海
へ
の
英
側
主
り
の
主
業
製
品
柿
入
一
は
ば
た
し

τ減
少
じ
た
か
と
云
ム
民
、
司
1

ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
工
業
化
の
俄
播
は

F

決
じ
て
過
去
に
於
け
る
「
世
界
竺
1

占
揚
」
め
ヱ
業
主
づ
り
の
離
脱
を
結
果
一
せ
字
、

F
イ
ッ
、
ペ
ル
ギ

q
、
ス
イ
ス
、
一
オ
1
ス
ト

H
ア
は
英
v

/
 

抽
仰
の
む
し
ろ
以
前
に
ま
さ
る
上
き
顧
客
と
な
る
に
至
つ

τい
る
ロ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
岡
正
イ
タ
F
1
.
ス
ベ
イ
シ
、
ロ
シ
ア
、
F
ナ
ウ
流

城
諸
岡
陪
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ヂ
イ
ツ
エ
ル
は
温
帯
地
方
の
諸
岡
氏
は
究
艇
に
一
於

τ原
料
岡
山
部
系
列
が
ち
排
除
ぜ
ら
れ
で
い
る
す

司

第
六
宇
一
一
容

停

醜

匹

J 



r 

自
民
針
し
、
熱
帯
地
方
の
諸
岡
民
ほ
岬
捕
ら
4
y
と
見
る

m
で
b
h。
考
察
を
今
少
し
く
一
般
化
す
れ
ぽ
、

A
闘
が
工
業
固
化
し
た
揚
合
、

そ
れ
は
必
1T
じ
も
B
岡
の
工
業
の
衰
退
を
結
果
す
る
と
は
考
べ
ち
れ
ぬ
・
そ
れ
は
A
B
同
一
幽
の
エ
業
相
互
附
加
鞠
換
を
結
果
す
る
に
す

ぎ
ぬ
白
で
あ
る
。
的
ち
短
期
聞
を
冒
と
れ
ば
』
の
宿
命
的
な
不
幸
の
対
く
忙
見
え
る
と
と
ろ
の
斯
様
な
工
業
相
互
闘
の
、
時
換
は
究
極
に

於
て
A
B
雨
閥
聞
に
招
来
せ
ち
れ
る
と
と
ろ
の
v
h
h
完
全
な
る
工
業
ト
.
の
A
7
裁
と
・
製
油
業
の
領
域
ビ
於
け
る
よ
h
r
高
度
の
特
殊
化
と

、、

忙
土
っ
て

A
B
雨
閑
共
に
そ
の
官
を
増
大
す
る
結
果
を
一
も
た
ら
す
も
白
で
あ
っ
て
、
卸
ち
長
期
闘
を
と
れ
ば
必
守
利
盆
を
も
た
ら
ず
も

の
左
四
で
あ
る
。
以

K
に
於
で
デ
イ
?
子
ん
は
反
動
化
必
至
の
理
論
が
支
持
サ
ち
れ
が
た
い
所
以
を
明
か
な
ら
も
し
め
て
い
る
t

ピ

一

突
に
ヂ
イ
ツ
Z

ん
の
批
判
の
針
象
と
な
る
の
は
人
相
論
上
よ
り
す
る
反
動
化
必
至
の
瑚
論
で
あ
v
u
o
反
掛
論
者
の
と

4
と
と
る
は
弐

の
如
〈
で
あ
る
。
原
料
開
於
け
る
人
口
増
大
と
童
書
品
及
び
原
料
品
畠
ず
る
問
闘
の
需
要
は
増
大
し
、
そ
の
食
事
岡
由

轍
削
除
力
は
減
退
す
る
。
工
業
闘
は
か
主
る
原
料
、
食
糠
関
係
よ
り
し
て
前
ほ
ど
多
〈
の
製
品
を
轍
問
し
得
ざ
る
忙
至
る
と
い
ふ
。
併

し
と
り
と
と
は
結
局
原
料
開
A

ι

等
の
問
の
轍

mirの
相
官
比
重
量
化
如
何
J
瑛
言
す
れ
ば
A
闘
の
輸
出
与
慰
A
国

白

官

P
在
日
仏
者
り
償
は
れ
得
る
や
否
ゃ
に
よ
一
万
決
ま
る
の
で
あ
る
o
と
と
ろ
さ
世
界
に
は
そ
白
闘
の
際
料
生
産
量
が
白
色
町
潜
在
的
給
付
能

カ
主
阿
久
心
〈
相
等
じ
か
一
色
ぎ
ろ
国
々
が
存
容
す
る
。
ぞ
れ
ち

ι諸
国
剛
忙
於
げ
る
生
産
方
法
・
轍
詮
方
法
が
よ
し
ド
完
全
と
き
?
な
ら
汁

ぽ
・
今
日
以
上
忙
自
己
需
要
を
は
る
お
に
超
え
吹
徐
病
を
生
み
附
ず
能
力
が
十
分
に
あ
る
と
認
め
色
れ
る
。
た
と
h

ぽ
カ
ナ
ダ
、
ォ
ー

スト-一三
9
7
J
ヲ
プ
ラ
グ
諸
岡
、
メ
少
ポ
タ
ミ
?
、
.
シ
ベ
リ
ア
、
ス
グ

v
、
北
欧
、
及
び
暗
黒
え
陸
の
恥
部
に
於
て
勝
来
た
目
白
一
増
加

を
共
に
純
生
産
物
が
如
何
に
大
と
た
る
ζ

と
で
あ
ち
ぅ
。
か
〈
て
「
二
一
戸
一
十
年
聞
に
外
延
的
を
耕
地
の
損
充
に
上
っ
て
穀
物
需
要
に
迫
一

隠
し
得
る
可
能
性
ほ
停
止
ぜ
ら
れ
昌
」
と
い
ふ
ぜ
l
リ
シ
グ
の
主
張
に
ほ
会
〈
大
い
な
る
疑
問
符
が
打
た
れ
で
可
を
り
で
あ
る
。
婚
し

更
に
ヱ
業
開
化
反
射
論
者
に
七
て
・
人
口
論
的
根
擦
に
基
昔
、
そ
れ
よ
り
引
則
さ
れ
る
管
際
的
結
論
と
じ
て
「
世
界
主
義
的
検
出
政
策

農

業

立

園

倫

挑

州

第

二

血

第
六
寸
一
巻

豆E

『
一
宜

、， 

ι ぺ

， 
ー 可町

骨
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農

業

立

同

前

拙

列

第

一

揖

ほ
揚
棄
さ
る
べ
き
で
、
あ
担
、
そ
交
代
り
と
し
て
岡
民
経
情
的
自
足
性
の
形
成
が
、
獄
中
食
綿
一
品
自
給
を
目
的
と
す
る
↓
の
政
策
が
一
導
入

守
色
る
ぺ
き
で
あ
る
」
止
信
宇
右
左
ち
ぽ
・
そ
れ
己
そ
は
F
引
に
エ
業
固
化
反
針
論
者
の
割
問
謬
忙
外
な
ら
'
?
と
推
論
ナ
る
0
!

何
故
な
ら
ば

入
円
増
加
と
.
そ
れ
恒
伴
ふ
既
存
原
料
の
、
盆
h
R

一
増
加
し
て
行
く
と
と
る
の
消
費
と
に
上
り
、
工
業
が
一
の
反
動
運
動
に
輔
十
る
と
い

ふ
危
険
ほ
農
工
業
閣
に
も
工
農
闘
に
も
会
ぐ
同
様
忙
せ
主
り
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
牧
穫
沼
減
法
則
が
安
官
ず
る
時
期
に
は
雨
岡
共

に
工
業
部
門
に
投
下
せ
ら
れ
来
っ
た
資
本
並
忙
搾
倒
は
穀
物
生
産
へ
と
振
り
む
け
ち
れ
る
筈
で
あ
る
?
雨
岡
共
忙
等
じ
て
ヱ
業
務
展

の
速
度
は
緩
慢
と
念
。
介
入
白
の
占
b
以
上
の
増
大
に
件
ひ
遂
に
工
業
の
'
後
退
現
象
が
あ
ち
股
れ
る
l

而
し
て
資
本
慣
値
の
下
落
、
持

働
者
自
央
業
が
生
じ
、
一
方
に
於
て
平
均
所
得
は
減
少
ず
る
五
共
陀
地
代
ば
増
大
し
、
原
料
資
源
の
所
有
に
あ
づ
か
る
と
と
な
き
す
べ

て
の
闘
は
農
鰯
業
士
地
所
有
者
に
買
ぺ
結
果
と
な
る
a

雨
闘
問
の
差
異
は
た
だ
次
の
賄
虻
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
工
業
聞
に
あ

っ
て
は
、
原
料
図

krr、
け
る
穀
物
等
々
に
封
ず
る
閏
己
需
要
噌
大

L
、
従
つ
で
工
業
闘
へ
の
輸
入
が
減
少
す
る
と
い
ふ
原
因
に
よ
っ
て

反
動
化
を
惹
起
す
る
に
針
し

B

農
工
業
闘
に
あ
っ
て
は
、
白
岡
の
需
要
が
著
し
く
増
大
し
て
穀
作
ぞ
の
他
白
生
産
力
が
少
と
な
る
散
に

反
動
運
-
動
を
惹
起
す
る
。
問
題
は
明
か
に
原
閃
に
開
実
高
茅
異
で
あ
り
、
結
果
に
於
て
の
差
異
で
は
左
h
J
ζ
L
忙
於
て
ヂ
イ
ツ
ヱ
ル
除

安
白
如
ぐ
結
論
す
る
目
「
轍
問
エ
業
の
所
調
「
砂
上
』
に
で
は
な
く
て
、
〈
岡
民
自
ら
の
手
に
よ
る
原
料
生
産
の
所
調
「
締
岡
た
る
基
盤
』
θ

上
陀
築
か
れ
た
経
内
生
滑
り
窯
味
ず
巴
去
と
ろ
は
単
位
吹
い
の
通
り
で
あ
品
。
円
帥
ち
人
口
論
的
問
題
を
、
換
言
ず
れ
ば
人
口
敏
を
生
産
物

a
p

、

数
量
上
り
惑
か
に
は
増
加
せ
し
め
ぬ
と
い
ふ
問
題
を
.
2
り
庚
い
舞
耳
目
「
か
ら
止
り
狭
い
舞
蕎
に
引
下
す
。
と
い
ふ
に
す
ぎ
歩
、
雨
者
は

策
六
十
一
巻

} 

ーノ、

六

本
質
的
に
は
同
一
回
も
の
と
言
ば
ね
ば
を
ら
ぬ
ι
と。

反
動
化
必
至
。
割
論
に
つ
い
で
問
扇
と
為
呂
も
の
は
主
業
問
化
四
悪
結
果
協
で
わ
る
。
悪
結
果
の
第
一
は
工
業
閥
化
に
伶
ふ
農
業
白

衰
退
完
第
二
は
枇
合
的
平
和
忙
封
ず
る
危
機
の
招
来
、
第
三
は
持
働
者
階
級
の
物
質
的
欣
態
の
劣
悪
化
で
あ
る
。
(
一
)
、
農
業
白
衰
退

吋h



F a 

西
司
1
ロ
ッ
バ
諸
闘
に
於
て
は
農
業
生
際
並
に
農
業
従
事
者
が
相
叫
の
生
産
部
門
に
比
L
不
艇
で
あ
る
と
と
は
疑
問
白

品
開
地
が
伝
h
o
問
題
は
た
だ
そ
れ
を
悲
し
む
べ
き
現
象
と
し
て
成
行
K
委
せ
て
置
く
か
・
そ
れ
と
右
上
り
以
上
白
衰
退
を
喰
ひ
と
め

る
伺
等
が
の
方
策
在
、
と
る
J

べ
き
で
あ
る
み
」
見
る
か
‘
い
づ
れ
が
に
あ
る
。
ヱ
業
困
化
反
針
論
者
は
食
闘
相
生
産
の
酬
明
賄
か
ら
何
等
か
白
方

策
が
と
ち
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
考
へ
司
る
。
そ

O
現
出
と
し
て
は
(
イ
)
、
穀
物
、
肉
類
を
逗
同
剛
一
主
h

リ
輸
入
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
岡
民
ほ
終
消
上

ノ

「
外
岡
依
宮
」
と

E
枇
で
あ
る
。
ケ
ネ
ー
の
有
名
な
与
伺
「
一
一
間
閉
め
貿
易
に
於
て
、
最
必
要
品
を
首
長
寅
ず
る
闘
は
外
岡
に

依
存
吃
ぬ
放
に
有
利
で
あ
る
が
、
と
れ
に
反
し
食
温
品
を
外
岡
よ
り
購
入
す
る
闘
は
そ
の
消
費
を
節
減
し
得
ポ
じ
て
迭
に
は
外
岡
の

隷
属
図
陀
堕
ず
る
も
の
で
あ
る
云
々
」
は
そ
の
後
表
現
在
援
引
て
は
い
る
が
今
日
向
屡
々
一
線
返
へ
さ
れ
て
い
る
。
併
し
を
が
ち
食
組
供

給
岡
聞
に
競
争
の
存
す
る
限
担
、
資
際
上
潜
在
的
た
外
闘
に
土
る
支
配
の
私
夜
は
許
苫
れ
が
穴
い
白
で
あ
る
勺
一
ゼ
1
H
V
グ
は
弐
白
如

く
に
も
述
.
へ
て
い
る
、
寸
工
業
同
陀
不
可
献
の
土
地
生
産
物
の
債
格
が
騰
貴
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
ほ
外
岡
人
に
勤
し
地
代
白
形
で

、‘.

不
持
斯
得
E
あ
た
へ
る
と
み
」
と
た
り
J
わ
れ
わ
れ
目
商
品
と
よ
り
儲
少
在
る
持
働
憤
値
Z
E引
換
へ
る
と
と
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
わ

)
れ
わ
れ
の
一
務
働
に
よ
っ
て
外
国
佐
賀
師
刊
を
献
昼
す
る
結
果
と
友
る
」
と
。
と
の
と
止
は
明
か
に
一
府
関
由
民
で
あ
る
。
併
し
な
が
ち
若
し

外
聞
に
し
℃
モ
の
商
品
を
芙
網
が
向
闘
の
生
産
者
に
支
排
は
ね
ば
な
ら
由
伺
格
占
り
も
低
厳
に
供
給

L
℃
〈
れ
る
も
の
と
ナ
る
な
ら

、、

ぽ
、
英
湖
岡
民
ほ
む
し
ろ
闘
岡
白
土
地
所
有
者
絵
に
支
捌
は
ね
ば
な
ら
ぬ
買
物
の
方
が
土

H
大
友
呂
額
左
左
一
Z
の
で
は
な
い
か
と
考
へ

ら
れ
る
。

(
5・
弐
忙
機
時
に
於
け
る
単
純
な
る
飢
餓
の
恐
怖
か
ら
農
業
の
衰
退
が
恐
れ
ち
れ
て
い
る
ゆ
斯
様
な
危
険
は
た
だ
全
〈
特

殊
の
事
情
の
下
に
総
て
の
み
存
ず
る
。
日
九
一
四
年
以
前
陀

V
イ
ツ
食
悌
品
及
び
原
料
品
に
針
ず
る
金
需
要
を
(
そ
白
岡
白
親
候
の
詐
ナ

限
切
怯
於
で
)
向
関
空
操
一
撲
を
以
て
充
足
し
得
た
正
す
れ
ば
、
世
界
天
職
(
第
二
ぎ
に
於
げ
る
ド
イ
ツ
の
運
命
は
或
は
本
質
的
に
臭
っ

た
形
を
と
っ
た
と
考
へ
得
ら
れ
る
が

F

と
の
揚
合
た
し
か
に
食
栂
品
に
封
ず
る
封
鎖
は
直
接
忙
は
何
の
決
定
力
を
も
持
ち
は
じ
左
か
っ

岨
F
-
A
腕

J

一
七
/

に
つ
い
て
は
.

農
業
立
闘
前
批
判

i

館
内
十
一
巻

守b

， 



A 

、

一
員
業
立
幽
荷
拙
殉

j
第
六
十
一
巻
、
『
一
A

ア
ラ
λ

マ
d
q

ナ
ぷ

た
で
あ
ち
宝
。
併
し
な
が
ら
農
業
か
ら
見
た
荒
は
必
然
に
工
業
か
ち
見
た
負
と
な
る
。
元
来
私
大
で
あ
り
‘
し
h
も
愈
々
大
規
模
化
白

一
昨
泌
を
辿
る
戦
争
需
要
を
寛
足
ナ
る
た
め
に
は
現
在
以
上
の
人
口
部
分
が
高
度
の
工
業
化
の
た
め
に
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
白
と

亀

加

し
て
戦
争
続
器
の
た
め
医
導
え
守
ち
れ
h
H
ぽ
を
ち
由
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
間
接
に
食
糧
品
ほ
と
の
場
合
忙
も
等
し

f
綿
減
せ
し
め
色
れ

る
結
果
正
な
る
。

hc.第
三
に
八
日
中
白
農
業
従
事
者
割
合
が
減
少
す
る
と
と
は
、
そ
の
闘
の
闘
防
力
の
低
下
を
意
味
す
る
も
白
と

}
考
内
ち
れ
て
い
る
。
併
し
涯
が
ち
現
寅
一

K
W識
し
得
ら
れ
る
己
と
は
農
業
従
事
者
百
人
中
の
丘
、
被
遁
格
者
人
口
一
教
が
非
農
業
従
事
者
百

人
中
の
兵
役
溺
絡
者
八
口
数
止
担
も
は
活
必
K
多
撤
で
あ
る
事
貨
の
み
で
あ
る
。
一
丸
O
二
年
の
ず
ト
イ
ツ
官
腐
統
計
に
占
れ
ぽ
そ
の
差

一段一

O
%
と
在
つ
で
h
る
。
併
し
と
れ
か
ら
売
だ
ち
に
周
防
政
策
的
混
揚
よ
り
見
て
英
凋
等
の
有
寸
る
支
配
力
在
る
も
白
ほ
農
民
自
責

保
出
兵
員
数
が
減
・
中
れ
ば
減
守
る
程
低
下
す
る
も
の
ぞ
あ
る
と
い
引
ム
様
に
そ
~
の
一
罪
を
工
業
岡
的
後
展
忙
蹄
ず
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
住
民
総
数
が
供
給
す
る
ん
」
己
ろ
の
趨
栴
者
綿
員
数
に
ど
る
も
白
と
考
へ
る
と
と
が
正
し
h

C
で
は
な
か
ら
う
か
・

し
か
も
そ
の
絶
叫
劃
教
か
ら
云
ふ
な
ち
ぽ
工
業
岡
化
忙
よ
っ
て
著
し
く
増
大
叱
て
h
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
非
農
業
従
事
者
割
合
的
婚
幹

夫
比
古
っ
て
兵
役
能
力
者
白
育
分
比
ほ
著
し
ぐ
減
少
じ
兵
役
能
力
者
の
組
員
数
が
縮
グ
せ
し
め
邑
れ
だ
己
と
を
詮
明
し
得
党
勢
合
忙

の
み
、
農
業
の
衰
退
は
そ
の
岡
の
岡
防
力
を
低
下
せ
し
め
、
か
〈
て
兵
力
の
減
退
を
意
味
す
る
と
い
ふ
土
建
の
命
題
が
民
賓
と
な
る
の

、
で
あ
る
O
(

こ
、
工
業
主
者
割
合
の
増
加
は
「
自
主
的
人
格
」

(
i
E
E唱
F
E
R
-
E品
め
喪
失
在
意
味
す
る
。

T
Z
A格
は
園

民
主
し
て
伯
「
性
絡
の
構
成
忙
ほ
不
可
快
白
も
の
な
の
で
あ
る
。
ゼ

1
H
v
r
忙
一
従
へ
ば
、
「
多
数
の
自
立
的
存
在
E
と
っ
て
諸
々
白
保

件
を
供
喫
す
る
と
と
る
の
{
の
職
業
部
門
で
諮
る
農
業
ほ
正
忙
工
業
閥
化
の
推
進
と
共
に
枇
合
的
重
要
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
」

止
と
る
で
工
業
固
化
の
推
進
は
質
券
働
制
の
普
及
さ
併
行
す
Z
。
ぞ
れ
占
同
時
に
労
働
者
の
組
織
化
ほ
強
化
せ
ら
れ
・
持
働
組
各
内
に

於
け
る
潤
立
の
集
図
的
人
格
が
形
成
せ
ら
れ
る
o
従
っ
て
闘
民
自
性
格
構
成
上
工
業
従
事
者
自
割
合
の
増
加
に
よ
り
危
険
に
さ
ら
苫
れ

第
-
一
揖

h 

A 



h胴'.，
i

る

2
は
た
い
と
問
首
れ
る
α
質
際
如
何
た
る
程
度
重
案
内
山
岡
民
昼
間
。
上
杷
積
極
的
民
作
用
す
る
か
は
豊
中
古
具
照
的
形
態
白
如

何
忙
か
L
っ
て
い

Z
。
農
業
陀
あ
た
へ
ち
れ
る
白
が
常
で
あ
る
優
越
的
性
格
段
農
業
一
〆
般
化
は
存
在
す
る
も
自
に
あ
ら
す
し
て
、
マ
膏
産

と
特
殊
作
物
栽
培
の
有
力
な
る
中
、
並
に
小
眠
替
の
い
と
な
ま
れ
て
い
る
自
由
土
地
が
貫
要
件
刊
を
有
す
瓦
限
り
位
於
て
0
・
み
見
ら
れ
る

と
と
ろ
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
東
部
エ
ル
ベ
地
方
の
如
〈
製
作
が
主
た
る
役
割
を
演
や
る

mk於
て
は
斯
様
な
僻
越
性
は
存
在
せ
ね
の
で

あ
る
ー
し
か
る
に
工
業
閥
的
致
展
忙
仲
ひ
、
気
候
僚
件
、
並
に
土
地
保
件
に
し
て
反
針
に
一
作
用
せ
向
か
ぎ
り
、
高
菌
ム
」
特
殊
作
物
栽
培

事

が
地
歩
を
↑
口
め
、
反
一
針
忙
剖
稲
作
ば
絶
封
的
に
も
相
判
的
に
也
退
行
占
3
5
結
果
を
柑
帯
出
す
る
に
至
っ
て
い
る
、
即
ち
1
業
倒
化
白
進
展
の

お
か
げ
で
、
農
業
総
事
者
割
合
中
自
「
弱
立
的
存
在
」
換
言
す
れ
ば
「
自
主
的
人
格
」
が
増
加
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
れ
に

反
し
て
若
し
反
工
業
化
論
者
の
綱
衡
が
賀
行

?
bれ
た
と
寸
べ
れ
ば
恐
ら
く
上
池
と
反
劉
の
動
向
が
示
さ
れ
た
E
と
で
あ
ち
う
ι
第
一
の

4

理
由
宅

L
で
は
毅
作
掛
替
に
あ
っ
て
は
太
規
模
化
の
機
舎
が
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
の
と
、
第
二
の
現
由
と
し
て
は
穀
作
の
揚
合
白
貨
懇
苧

働
者
ほ
大
抵
の
エ
業
の
賃
銀
弊
働
者
よ
り
も
ほ
か
に
百
組
織
能
力
忙
於
て
劣
つ
花
い
る
た
め
忙
・
穀
作
化
の
設
展
と
共
に
「
凋
立
的
存
在
」

の
教
的
減
少
が
賞
際
忙
が
は
れ
昌
己
と
古
が
あ
げ
も
れ
る
。

F

J

I

，

-

3

J

以
上
赴
ベ
晶
子
と
色
ろ
土
担
、
農
業
の
一
衰
退
比
関
聯

L
て
デ
イ
ツ
ヱ
ル
一
什
得
た
結
論
は
次
0
・
如
ぐ
で
あ
る
。
(
一
)
、
農
業
の
衰
退
占
引

推
定
せ
色
主
不
安
基
礎
づ
け
右
快
い
て
い
る
、
帥
ち
(
イ
)
司
会
色
芸
春
給
困
問
院
競
争
が
行
は
れ
る
限

P
K於
て

何
等
意
陀
か
け
る
-
必
要
一
は
な
い
。
(
ロ
ヌ
飢
餓
め
危
険
は
も
凡
だ
会
〈
舟
殊
欣
況
の
下
に
於
て
の
み
存
ず
る
白
で
あ
る
。
ス
〉
、
園
防
能

力
は
抵
下
す
る
己
と
を
一
〈
、
知
っ
て
商
品
一
色
れ
る
。

2
)、
岡
民
の
性
格
構
成
は
恵
ま
れ
た
も
の
と
な
り
工
業
先
の
抽
出
展
と
共
に
却
っ

て
都
合
土
-
滑
影
響
を
受
け
る
。
(
ホ
ヌ
他
方
再
農
業
化
忙
よ
っ
て
ほ
、
獄
中
穀
作
化
に
占
つ
て
は
兵
役
能

3
者
の
綿
員
数
は
減
少
せ
し

'
め
ち
れ
社
合
的
に
非
凋
泣
的
去
る
も
白
の
割
合
が
却
っ

t
増
加
す
5
J
日
る

wrへ
っ
て
(
二
)
、
偲
h
y
k
今
日
切
原
料
圃
宇
P
Z
K綿
品

f

農

業

宜

闘

愉

批

判

雌

神

大

ナ

一

巻

エ

九

官事

'蹴

j白

F‘ 

ι 



農

業

宜

聞

論

批

判

第

六

十

一

巻

一

.

並
忙
原
料
品
輸
入
が
澗
渇
ず
れ
ぽ
、
「
土
へ
蹄
れ
」
が
い
つ
か
は
問
現
ず
る
忙
抑
制
連
玩
し
と
い
は
れ
得
る
。
併
し
な
が
ら
か
よ
う
な
悲

観
的

E然
性
が
工
業
聞
か
主
ざ
け
ら
れ
る
と
と
長
け
れ

E
h程

躍
を
と
で
あ
る
。
斯
様
な
瀞
告
書
来
る
べ
き
に
あ

色
ぎ
る
に
招
来
せ
し
め
ち
れ
お
と
す
れ
ば
・
そ
れ
と
そ
盛
岡
曜
の
利
袋
低
反
し
て
た
だ
農
業
の
特
殊
利
従
の
た
め
に
の
み
相
臨
ヂ
る
と
ζ

ろ
の
政
策
が
資
施
せ
ち
れ
た
も
の
ム
」
言
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
一

(
一
一
)
、
吠
陀
L
4高
岡
化
の
悪
結
果
論
の
第
二
と
し
て
、
枇
合
的
平
和
忙
一
針
ず
為
危
蜘
開
。
招
来
が
あ
げ
白
れ
る
。
と
の
鮪
ζ

そ
工
業
固

化
反
割
論
者
の
最
も
強
制
す
る
圭
と
ろ
J

で
あ
、
っ
て
、
反
射
の
締
帥
、
…
ヮ
グ
ナ
ー
は
日
ぐ
1

「
都
市
化
と
手
を
取
り
合
っ
て
進
む
告
と
る

の
工
業
固
化
的
溌
展
段
『
資
本
家
主
務
働
者
止
の
階
級
針
立
』
を
愈
々
一
失
銃
化
じ
、
か
〈
て
『
械
輸
な
枇
合
主
義
思
想
』

mu
流
行
を
招

来
せ
し
め
た
J

そ
れ
政
虻
就
中
関
税
比
よ
担
、
か
の
時
間
展
段
「
緩
漫
化
』
苫
れ
ね
ば
在
ち
な
h
」ム」

9

掘
削
出
品
を
顧
み
る
念
品
ぱ
、
突
園
の
地
主
骨
執
が
精
力
的
に
成
果
を
牧
め
つ

tt
「
終
漫
化
」
忙
努
力
し
て
い
た
時
代
、

E
に
そ
の
時
E

，
そ
英
図
ほ
革
命
白
一
歩
手
前
忙
あ
っ
売
の
で
あ
る
幻
視
布
は
む
し
ろ
英
国
ほ
ど
換
言
す
れ
ば
‘
工
業
化
四
国
最
も
進
展
せ
る
岡
ほ
ど
「
大

革
命
」
の
恐
れ
白
-
9
h
去
己
ろ
は
を
h
の
で
あ
る
J

「
J

極
端
在
枇
合
主
義
思
想
」
の
芽
生
え
る
の
は
、
資
本
所
有
の
蓄
積
と
、
粧
替
の

集
中
化
在
る
徴
槙
中
に
於
て
で
あ
宕
が
・
英
潤
は
と
れ
色
作
t
i
p
、
、
近
代
技
術
ム
」
岡
内
交
通
自
由
の
結
果
と
し
て
、
た
と
~
そ
白
岡
氏

が
「
封
鎖
的
商
業
問
」
ム
」
し
て
組
織
.
勺
け
ら
れ
先
揚
合
に
あ
つ
で
官
、
従
岬

J

て
成
軌
的
世
界
貿
易
政
策
(
オ
ル
タ
ν

4

ル
と
を
採
刺
し

怪
か
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
資
本
主
義
的
磯
良
一
が
見

ιれ
た
と
み
」
で
芯
ち
う
。
農
業
保
護
政
策
が
宵
施
せ
ら
れ
、
輸
出
工
業
が
等
閑

腕
苫
れ
〉
ぞ
の
結
果
、
と
し
て
ん
句
線
数
。
膨
瞭
速
度
ほ
蒋
干
絞
札
せ
し
め
ち
た
と
し
て
も
・
依
然
と
し
て
都
市
・
入
、
ロ
ほ
農
村
人
口
を
犠

牲
と
心
で
、
叉
大
工
業
は
小
工
業
を
犠
牲
と
し
て
自
己
を
仲
張
じ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
刑
台
闘
争
白
図
挺
要
素
は
そ
の
働
き

か
け
を
醐
相
続
し
た
の
で
あ
る
。
い
ほ
ぽ
農
業
保
護
な
る
穂
子
か
色
、
換
言
す
れ
ば
、
地
代
の
入
国
脚
的
騰
貨
の
種
子
か
ら
、
土
地
共
産
主

O 

第

緯.

O 



義
が
芽
生
え
ー
と
れ
が
総
同
そ
の
官
一
侍
力
を
加
増
し
て
行
っ
た
。
土
地
共
建
主
義
は
「
不
持
所
得
と
し
て
白
地
代
」
な
る
命
閣
に
占
り

ザ
ム
業
図
作
反
針
論
者
に
よ
っ
て
す

ιも‘
1
1
E
れ
ち
の
大
遣
は
た
し
か
陀
と
白
命
題
を
原
料
岡
忙
於
け
る
地
代
。
騰
設
に
つ
い
之
語

昂
揚
合
の
み
利
用
し
て
、
自
己
「
の
地
主
民
主
語
地
代
の
取
得
K
つ
い
て
は
と
れ
を
無
繭
ず
る
の
ず
は
あ
る
が

.111明
か
に
承
認
せ
ら

れ
・
金
〈
不
動
白
菜
礎
づ
け
左
有
じ
て

a

い
呂
か
〈
で
か
お
。
ヂ
イ
ツ
ー
ル
忙
依
れ
ぽ
、
む
し
ろ
7

ル
キ
V

ズ
ム
以

K
陀
恐
る
べ
き
性
質

の
志
の
ー
と
漣
べ
ら
れ
，
で
い
る
d

農
業
保
護
民
主
品
工
業
図
的
殻
民
的
綬
利
ほ
要
ず
る

ι地
主
の
不
持
所
得
を
一
し
か
ら
ざ
る
揚
合
に
比

じ
て
止
り
高
か
ち
し
め
る
と
『
己
を
ふ
意
味
す
る
、
し
か
も
と
れ
ば
停
止
す
る
ム
と
ろ
を
し
ら
す
、
穀
物
闘
税
の
引
上
は
更
に
突
一
白
引

t
を

¥
 

喚
起
す
る
に
至
る
。
闘
税
市
町
保
護
カ
は
著
し
〈
短
い
期
間
白
殺
巣
』
り
持
た
ぬ
。
闘
税
白
負
婚
は
最
も
弱
き
-bの
の
屑
に
の
し
か
ミ
ヲ

て
行
4
0
多
数
者
が
・
9
敷
地
主
の
犠
牲
と
な
る
所
の
と
の
総
和
政
策
白
必
然
の
随
伴
現
象
よ
り
股
.
む
じ
ろ
工
業
固
化
的
殻
展
に
自
由

な
る
活
動
を
許
す
政
策
忙
止
り
、
弊
働
者
階
級
の
物
質
的
飲
態
が
相
首
の
被
害
在
家
む
る
と
じ
て
も
、
そ
れ
は
恐
ら
く
よ
り
小
在
る
寄

惑
と
し
て
我
慢
せ
ね
ば
在
色
由
で
あ
ち
h

う
と
タ
イ
ツ
ヰ
ル
は
結
ト
ん
で
い
る
。
)

(
一
一
一
三
工
業
関
化
の
珊
詰
果
論
の
第
=
夜
、
持
働
宥
階
級
の
物
質
的
股
態
。
蒙
む
る
損
由
刊
で
あ
る
σ
園
民
経
桝

Mr岡
貿
身
比
編
み
，
、

込
ま
れ
る
ζ

と
巷
し
曹
忙
膝
じ
で
1

即
ち
園
民
経
摘
が
食
粗
品
及
び
原
料
品
を
職
火
し
得
ん
が
た
め
に
、
ー
工
業
製
品
を
よ
り
多
〈
輸
出

し
得
る
に
件
ぴ
恐
慌
の
危
険
性
ほ
品
時
々
、
大
と
を
り
、
-
界
銀
所
得
白
下
落
は
モ
の
激
し
さ
を
加
へ
る

E
hふ
愚
読
が
存
ナ
品
。
そ
の
向
、

郡
山
悦
迎
論
三
じ
て
ぽ
最
も
簡
潔
佐
一
民
工
業
閥
化
論
者
の
設
を
品
目
ぺ
た
カ
由
ア
ツ
一
キ
」
の
「
世
界
布
援
は
国
民
市
揚
以
上

ι見
透
じ
が
困

難
で
お
h
E動
揺
常
な
一
き
も
の
で
冷
忽
ι
と
い
ム
命
闘
が
指
摘
苫
れ
る
1

右
白
命
題
院
針
し
で
デ
イ
J
V
Z
凡
は
そ
め
誤
謬
左
る
所
以
を

吹
の
如
〈
詮
明
ー
し
て
い
る
。
(
ヰ
ゴ
世
界
市
揚
は
長
矧
悶
を
'
F
一
れ
ば
周
回
崎
市
揚
ど
ほ
町
同
様
忙
「
一

H
瞭
然
た
る
も
白
」
リ
で
あ
る
。
も

つ
ム
」
も
戦
争
の
た
め
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
市
揚
が
再
開
さ
れ
た
後
四
一
時
的
現
象

J

と
し
て
見
透
じ
難
に
も
と
づ
〈
札
惜
の
起
り
得
る
と

農
業
立
凶
繭
抗
列

第
六
千
}
巻

停

蹴



庫
業
立
問
憤
批
列

主主

=>' 

第

六

千

一

巻

第

一

腕

m
止
は
考
へ
ち
れ
る
。
け
れ
ど
も
岡
島
市
揚
と
世
界
市
揚
と
の
晶
君
奥
は
郵
便
、
電
信
、
新
聞
‘
代
理
屈
制
皮
の
砕
か
げ
で
漸
次
減
じ
て
行
ー

〈
。
(
ロ
~
、
世
界
市
揚
り
動
播
ほ
図
良
市
岡
調
。
そ
礼
d
h
v
小
で
也
事
。
景
気
費
動

ρ影
響
を
受
け
る
ふ
事
K
A申
明
て
は
自
由
交
易
鴎
よ
り

封
鎖
闘
が
犬
で
あ
る
。
去
M
V

ム
の
は
関
内
O
土
地
生
毒
物
の
盟
凶
ほ
一
岡
内
産
業
一
切
樋
程
陀
決
定
的
役
制
を
演
宇
る
白
で
d

あ
り
、
一
問
。

豊
凶
ほ
世
界
白
牧
穫
知
何
よ
り
も

r
u
v
激
し
〈
動
揺
す
る
。
工
業
間
に
あ
っ
て
ほ
牧
穫
。
鑓
動
は
、
良
工
業
図
|
|
多
少
と
も
孤
立
ぜ

芯
園
民
)
需

l
t於
τ程
、
平
和
銀
鋭
的
要
素

&
L
て
、
絶
望
的
を
役
割
を
慨
に
早
〈
か
ら
尚
一
じ
で
は
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て

一
恐
慌
の
危
険
は
、
農
業
に
於
け
る
瞥
凶
白
一
艶
動
を
考
慮
す
る
限
り
陀
於
て
均
一
ヱ
業
化
的
議
一
展
が
前
進
す
る
揚
合
べ
増
大
せ
も
や
し
て
減
少

一
ず
る
の
で
あ
る
。
英
闘
の
歴
史
忙
徴
宇
右
忙
、
自
闘
の
農
産
物
に
依
存
じ
て
い
た
時
代
英
闘
は
恐
慌
の
古
典
闘
で
処
守
た
。
し
か
し
工
一

号
業
圃
的
被
展
と
共
忠
潮
吹
そ
由
形
を
和
げ
ち
れ
昌
忙
至
っ
た
。
英
国
の
主
業
製
品
陀
掛
ず
る
世
界
需
要
の
饗
動
は
、
圏
内
の
農
民
、
持
f

働
者
の
需
要

z
p
d
h安
定
し
て
日
だ
先
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
、
賃
銀
下
落
論
、
エ
業
固
化
の
進
展
忙
伴
ぴ
弾
働
報
酬
が
減
・
少
ナ
る
と

日
ふ
主
張
で
あ
る
が
¥
か
年
る
主
張
ほ
一
一
個
の
割
問
れ
る
推
理
に
基
ぐ
。
A

イ
)
、
農
業
が
縮
小
字
る
結
果
、
人
間
へ
の
・
A
J
V

の
酪
分
が
減
〆

歩
し
、

ζ

の
供
給
四
回
腔
麹
が
平
均
持
銀
を
低
下
骨
し
め
る
と
論
ぜ

ιれ
る
白
で
あ
る
~
が
‘
事
貨
は
突
の
様
な
形
を
と
つ
で
あ
ち
比
れ

る
0

(

a

)

ハ
工
業
化
の
進
展
民
営
、
製
護
者
が
相
互
に
試
み
る
所
由
競
争
は
ヱ
業
譲
雪
所
得
を
高
め
る
、
(

b

)

、
エ
撲
部
門

陀
於
け
早
川
努
働
者
へ
干
の
需
要
の
増
大
限
農
業
部
門
k
r
A
手
白
依
乏
を
結
果
じ
・
農
業
務
働
者
の
所
得
を
騰
貴
せ
し
め
る
。
従
っ
て
工
業

固
化
の
抽
出
展
は
平
均
曲
目
銀
の
騰
貴
を
招
来
十
~
5
0
(
日
同
)
、
工
業
闘
は
世
界
市
揚
に
於
て
自
己
の
商
品
を
安
値
で
版
箆
せ
ね
ぽ
を
色
ぬ
緒

一
一
果
輸
同
商
品
の
慣
格
下
落
が
窓
き
起
き
れ
、
か
〈
て
勢
銀
下
落
が
溌
生
す
る
と
一

vh説
に
針
じ
で
は
月
賞
際
ド
イ
ツ
の
山
内
来
合
服
と
か

玩
具
類
努
と
か
の
製
治
ム
業
b
H
T
働
者

I
Eし
〈
そ
の
日
暮
円
し
を
細
々
と
や
っ
で
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
と
の
低
済
銀
は
輪
出
苫

れ
右
た
め
と

?
A現
由
か
ち
で
も
.
他
何
一
闘
の
そ
れ
と
競
争
寸
る
と
w
h
h
理
由
か
ら
で
も
な
く
雪
、
む
し
ろ
工
業
の
費
一
展
左
無
凋
係
自



諸
事
情
の
た
め
陀
.
郎
ち
或
穫
の
勢
働
者
陪
」
極
め
て
低
界
銀
を
以
て
浦
足
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
事
情
の
た
め
阻
‘
輪
出
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ

の
工
業
が
競
争
忙
犠
ぺ
て
行
け
る
v

わ
け
で
あ
る
が
、
ポ
1
レ
の
如
〈
陀
斯
様
な
「
寄
生
的
」
輸
出
ヱ
業
の
意
識
を
重
脱
し
て
は
な
ろ

ね
9

そ
れ
は
よ
払
南
港
」
工
業
化
へ
唱
過
渡
的
段
階
を
形
成
す
る
に
す
ぎ
令
、
相
封
的
比
ば
漸
…
弐
教
育
あ
る
給
料
商
き
弊
働
者
を
使
用
す

る
部
門
め
商
品
生
産
に

tの
地
位
を
譲
る
も
白
と
考
へ
ち
れ
る
。
工
業
関
化
的
後
展
の
木
質
ほ
「
高
め
ち
れ
た
L
労
働
者
階
級
の
増
大
に

あ
る
o
工
業
図
べ
自
費
展
の
後
比
英
獅
に
於
て
は
回
鴨
署
を
昂
持
銀

m
騰
貴
を
惹
き
超
L
だ
ζ

と
ほ
誠
に
い
も
品
む
べ
か
ら
ざ
昌
己
と
で
あ

色
う
・
更
に
叉
溌
展
の
結
果
と
し
て
生
起
し
た
と
是
也
容
定
し
得
ぬ
と
と
ろ
で
あ
針
。
以
上
ほ
品
イ
ツ
エ
ル
の
消
極
的
見
解
と
し
て
白

反
干
上
品
果
関
化
論
者
hu
射
す
る
批
判
を
略
説
L
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
鶴
自
の
見
解
が
い
執
り
明
耐
慌
に
把
握
せ
ち
れ
る
の
ほ
以
下
に
池
ぷ
る

伎

の

積

極

的

見

解

忙

於

て

で

あ

お

。

¥

、

fG
わ
れ

b
れ
ほ
デ
イ
ツ
主
ル
の
工
業
闘
化
論
に
左
視
す
べ
き
積
極
附
見
紙
に
つ
い
て
や
L
詳
し
〈
検
討
℃
ょ
う
。
一
言
に
し
パ
言
へ

ぽ
A

工
業
閥
的
南
町
展
比
作
ム
持
銀
騰
貴
的
傾
向
と
、
か
a
h

品
後
民
の
綬
慢
化
に
件
ふ
持
銀
低
落
傾
向
の
理
論
的
解
明
に
外
た
ら
ぬ
。
図

家
が
原
料
翻
F
ヱ
世
一
一
閣
と
陀
分
化
ナ
る
結
果
唱
と
し
て
経
械
の

ι能
性
比
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
，
E
D
絞
掛
む
生
産
性
と
卒

j

均
一
野
銀

と
は
平
行
、
的
陀
療
動
ず
る
q

詳
言
ず
れ
ぽ
、
か
の
「
世
界
中
一
義
的
」
分
業
が
地
歩
を
占
め
た
と
い
ふ
と
と
に
よ
っ
て
θ
み
、
郎
ち
原
料

、
固
と
工
業
岡
ム
」
の
分
化
が
慈
苦
起
さ
れ
た
精
製
に
よ
っ

τの
み
、
東
ヨ

1
ロ
汐
バ
並
び
忙
海
外
諸
図
に
於
て
農
業
及
び
鎖
業
に
於
け
る

品
加
串
閣
僚
剣
翻
が
か
〈
も
増
大
し
得
た
の
で
あ
り
、
而
し
で
西
ヨ

1
M
ツ
バ
の
工
業
が
か
ゃ
う
左
規
模
を
採
り
得
た
の
で
あ
る
。
又
-A
述

d

の
週
由
忙
よ
っ
て
の
み
世
界
経
沸
庁
生
産
物
線
量
が
か
〈
主
連
か
に
増
加
し
得
た
の
で
あ
り
・
人
口
線
数
止
り
f
l
本
質
的
比
わ
わ
惑
か

に
婚
し
得
た
の
で
あ
る
。
而
じ
て
か
や
う
な
欣
態
に
あ
っ
た
れ
ば
と
そ
弊
銀
白
勝
工
食
が
悲
趨
せ
し
め
広
れ
た
と
云
へ
み
a

何
故
な
ら
ぽ

「
純
生
産
物
」
が
」
増
加
す
れ
ぽ
・
農
業
者
儲
業
者
白
工
業
製
逝
品
忙
封
ず
る
有
一
日
夜
間
需
要
は
増
大
す
る
。
モ
れ
に

Jmっ
て
江
葉
狩
働
者
に

第
一
雄
一
ユ
一
一
一

農
業
立
闘
論
批
剣

第
六
十
一
審

一>~ ... 

. 



農
業
立
岡
諭
抗
判

四
・除

第

腕

回

第
六
十
一
巻

f

品
到
す
る
需
要
が
増
し
平
均
持
銀
白
騰
貴
が
文
モ
ノ
れ
に
作
品
も
白
で
あ
る
か
ち
・
持
働
者
自
あ
た
ヘ
ち
れ
た
る
供
給
数
量
の
下
に
於

τ、

原
料
生
産
者
が
市
場
に
も
た
ち
ず
?
と
と
ろ
白
生
産
物
徐
剰
が
止
り
犬
と
な
る
を
ち
ば
.
工
業
持
銀
卒
が
必
然
的
に
高
め
ち
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
り
、
吹
町
二
事
責
も
周
知
と
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
邸
ち
(
一
)
、
牧
穫
が
堕
作
で
あ
呂
揚
合
d
f平
年
作
の
揚
合

広
比
し
て
工
業
持
働
者
は
よ
り
高
〈
支
携
は
れ
、
と
れ
に
皮
し
凶
作
の
揚
ム
ロ
に
は
よ
り
低
〈
支
搬
は
れ
る
。
(
二
)
・
持
働
者
の
供
給
は

向
成
稜
惑
か
に
増
加
し
て
は
い
る
が
斗
純
生
産
物
」
L

よ
り
も
上
り
小
で
あ
る
左
ら
ぽ
ー
工
業
持
銀
寧
は
等
し
〈
騰
貴
せ
ざ
る
を
得
肉
、
綿
一

往
産
物
は
究
極
に
於
て
原
始
生
産
。
「
純
生
産
物
」
に
止
り
決
定
せ
ち
れ
官
、
民
の
界
銀
世
帯
金
で
あ
る
と
の
被
除
数
の
除
数
編
入
旦
に

到
す
る
比
卒
年
よ
り
平
均
持
何
棋
は
燥
曹
に
決
定
せ
ち
れ
品
。
「
世
界
主
義
的
」
分
業
の
お
か
げ
で
叉
明
か
忙
技
術
中
命
の
晶
か
げ
す
、

過
去
二
百
年
間
忙
‘
究
開
却
に
土
り
禍
結
ぼ
れ
た
諮
問
民
線
煙
D
生
産
カ
が
が
〈
車
著
じ
き
仲
展
を
示
し
た
た
め
に
、
平
均
持
鍛
は
h
a
h

m騰
貴
を
現
は
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
ヱ
業
図
的
設
展
は
生
産
上
の
見
地
か
ら
も
・
又
分
配
上
の
見
地
か
ち
も
等
し
〈
進
歩

E
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
島
業
保
護
に
き
ょ
L
る
夜
一
民
の
阻
止
、
総
和
化
は
度
目
却
に
生
産
、
分
配
の
雨
見
地
か
ち
見
て
退
歩
を
意

味
じ
て
い
る
。
し
か
ち
ぽ
農
業
保
護
の
も
た
ち
十
結
果
は
如
何
と
い
ふ
忙
、
(
イ
)
、
農
業
保
護
陀
占
っ
て
そ
の
園
。
土
地
生
産
は
決
し

て
増
大
し
て
は
居
ち
ね
の
で
あ
る
。
何
故
友
ち
関
税
が
土
地
の
債
値
を
自
己
に
相
臆
し
て
商
〈
引
上
げ
る
か
包
で
あ
る
。
事
寅
増
加
入

日
の
穀
物
等
に
針
す
る
増
加
需
要
ほ
輸
入
に
よ
っ
て
充
是
せ
ち
れ
.
工
業
製
品
職
問
は
以
前
と
同
様
に
榊
加

f
z岡
民
経
済
間
に
あ
っ

て
ほ
と
の
揚
合
た
畑
町
、
地
主
遣
が
同
)
の
財
貨
の
量
K
封
し
て
、
主
り
犬
な
ろ
債
格
を
受
け
取
り
、
同
一
土
地
止
り
止
り
大
な
る
地
代

を
歌
山
縛
す
る
と
い
ム
賄
が
以
前
と
闘
す
の
で
あ
る
。
持
働
者
ほ
他
的
す
べ
て
の
消
費
者
と
同
様
損
害
を
蒙
む
る
也
の
で
あ
っ
て
三
の

揚
合
時
加
は
不
能
で
あ
る
‘
縫
っ
て
寅
質
持
銀
は
農
業
生
産
物
の
慣
格
の
騰
貴
と
問
一
歩
調
を
以
て
下
落
す
る
わ
け
で
あ
る
。
(
と
、

極
端
左
農
業
保
護
の
行
ほ
れ
草
場
合
、
た
と
へ
ば
穀
物
そ
白
他
農
産
物
白
轍
λ
禁
止
又
は
禁
止
的
に
作
用

f
z関
税
率
が
諜
せ
ら
料
た



と
干
れ
ぽ
、
図
。
土
地
生
産
ほ
増
大

?
z
e
己
白
揚
合
穀
物
等
に
射
す
る
増
加
需
要
は
岡
内
に
於
て
寛
足
せ
ち
れ
る
。
而
し
て
土
地
生

産
物
h

由
輸
入
は
減
少

L
五
業
製
品
。
愉
札
も
亦
滅
歩
ず
向
。
。
従
す
で
多
く
の
貼
忙
於
て
以
前
と
臭
っ
た
態
様
を
一
宇
お
で
、
あ
る
。
先

づ
農
業
保
護
論
者
ほ
農
業
持
働
者
に
掛
ず
る
需
要
は
増
大
ず
る
と
い
ふ
推
論
よ
り
向
殺
し
て
.
持
働
報
酬
は
何
等
減
少
せ
ね
と
結
論
す

る
。
何
故
な
ち
士
地
生
産
陀
必
要
援
持
働
力
を
工
業
部
門
よ
り
引
上
げ
?
る
た
め
に
地
主
は
よ
り
高
音
持
銀
を
己
れ
陀
ふ
り
営
℃
ざ
る
を

得
ね
か
ら
で
あ
る
Z
。
更
に
又
突
の
如
〈
に
も
指
摘
す
る
。
邸
ち
農
業
者
(
地
主
、
小
作
人
、
捗
働
者
)
は
生
産
増
加
に
基
昔
、
内
地
注
業

製
品
の
新
在
る
顧
客
と
な
る
が
放
民
、
工
業
労
働
者
忙
射
す
る
需
要
は
増
大
し
、
そ
の
結
果
輪
出
・
工
業
忙
封
す
る
需
要
減
少
が
補
填
せ

ち
れ

Z
、
従
っ
て
主
業
製
品
輸
出
の
減
少
陀
も
拘
は
ち
十
工
業
は
依
然
と
し
て
前
と
同
~
一
の
規
模
を
維
持
し
、
か
く
し
て
平
均
済
銀
は

前
五
し
同
」
水
準
を
維
持
す
る
ー
え
と
れ
ち
の
時
論
忙
針
し
て
デ
イ
ツ
ヱ
ル
ほ
弐
の
如
き
批
判
を
あ
た
へ
て
い
る
。
「
上
惑
の
論
詮
低
次

の
献
を
看
過
し
て
い
る
。
卸
ぢ
農
業
保
設
除
、
た
じ
か
に
生
産
増
加
を
結
果
し
従
っ
て
粗
牧
盆
は
増
す
け
れ
ど
も
、
百
ゆ
大
さ
が
工
業
の

規
模
を
決
定
し
平
均
持
銀
の
高
き
そ
決
前
す
る
と
と
ろ
の
「
純
生
理
一
暢
」
邸
中

h
J

生
産
物
徐
刺
は
減
少
す
の
と
と
と
れ
で
あ
る
o
」
巴
れ
ら

の

聞

係

を

今

寂

し

〈

詳

し

〈

説

明

し

よ

弘

炉

、

今
A
図
の
ヱ
業
凶
化
が
綬
洩
と
な
る
も
の
正
ず
が
ぽ
.
A
闘
の
農
業
部
門
忙
ほ
崎
町
働
が
増
投
せ
ち
守
れ
る
の
で
あ
る
が
、
主
主
で
生
ヂ

昌
生
産
物
品
隅
剰
が
・
A
岡
か
ち
の
工
業
製
品
の
輸
入
忙
止
り
可
能
主
去
っ
て
い
た
と
己
ろ
白
相
手
岡
の
A
園
へ
の
土
地
生
産
物
輸
出
の

た
め
の
農
産
物
生
産
は
不
要
と
な
り
工
業
部
門
で
新
忙
働
か
ざ
る
を
得
な
く
在
っ
た
持
働
に
よ
り
あ
げ
ら
れ
る
所
、
白
生
産
物
飴
剰
と

三
北
し
そ
の
大
ボ
が
比
輸
さ
れ
ね
ば
な
ち
由
。
そ
の
揚
合
A
図
の
農
業
に
於
て
見
ち
れ
る
と
と

ιの
増
加
は
た

L
か
に
A
園
町
農
業
者
の

園
内
工
業
品
へ
白
換
言
す
れ
ば
工
業
努
働
者
へ
の
需
要
の
増
加
を
結
目
指
す
る
わ
け
で
あ
る
が
.
し
か
し
と
h

に
新
に
生
十
る
農
業
生
産

に
土
り
決
定
せ
ら
れ
一
角
購
買
力
除
外
国
忙
於
て
失
は
れ
る
に
至
っ
た
購
買
力
K
比
じ
て
-
よ
り
小
で
あ
る
。
た
と
へ
ぽ
東
部
Z

ル
ベ
地
方

一

一

一

玉

三

日

宜

農
業
立
闘
論
批
判
、
一

第
六
十
一
巻

第

腕

~、

¥目、



車
業
主
凶
論
批
列

第
六
十
一
巷

第

抗

=

一

六

~

〆

=

一

六

ゆ
穀
作
農
民
は
ド
イ
ツ
工
業
製
品
た
と
へ
ぽ
織
品
日
開
設
維
製
品
益
し
て
は
も
外
闘
の
穀
作
農
民
と
比
較
し
て
よ

h
小
さ
な
購
買
力

か
し
椛
た
な
い
ロ
東
凱
Z

ル
ベ
地
方
白
農
民
は
X
ツ
ヱ
J
F
ナ
1
の
小
委
を
工
業
製
品
に
封
ず
る
掛
債
と
し
て
険
料
的
民
所
有
す
る
に
ノ

す
ぎ
ぬ
の
に
針
し
・
外
闘
の
農
民
は
X
ツ
ヱ
ン
ト
ナ
ー
の
外
に
更
に
Y
ツ
ヱ
T
V
ト
ナ
ー
の
小
葬
を
徐
剰
的
民
保
有
し
て
い
る
め
け
で
あ

る
。
又

A
闘
の
生
車
問
力
ほ
農
業
保
識
の
た
め
K
か
へ
づ
て
低
下
す
る
と
い
ふ
現
由
忙
土
り
平
均
接
銀
ほ
必
然
的
忙
低
下
せ
ざ
る
を
得

由
。
デ
J

T

V

ヱ
ル
は
阪
忙
「
穀
物
関
税
と
結
合
改
革
し
「
持
働
者
自
生
産
者
利
盆
止
商
業
副
同
尚
」
に
於
て
農
業
保
誌
の
持
銀
低
下
傾
向
を
直

接
に
寸
限
界
拶
働
者
ト
」
な
る
チ
ウ
ネ
V

の
誰
明
方
式
吐
か
り
で
論
詮
し
た
の
古
で
あ
呂
が
‘
そ
れ
に
上
っ
て
「
園
内
市
場
」
自
陣
讃
者
が
農

業
保
護
に
昨
一
白
魔
力
が
ぴ
モ
ト
ん
で
い
て
・
そ
り
力
を
以
て
地
代
取
得
者
忙
-
ほ
利
径
を
あ
た
へ
右
左
同
時
陀
勢
働
者
に
も
狽
央
を
も
た

ιι
せ
ぬ
占
い
ふ
主
張
に
一
却
す
与
批
判
が
は
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

上
池
せ
る
デ
よ
ツ
ヱ
ル
の
所
読
者
要
約
す
呂
左
色
ぼ
、
(
二
、
工
業
岡
化
波
艇
が
農
業
保
護
の
結
果
と
し
て
綬
漫
と
た
れ
ば
、
岡
氏

杢
慢
と
し
て
は
、
生
産
力
の
減
少
に
よ
骨
、
た
と
へ
地
主
の
利
径
は
増
大
す
る
に
せ
主
、
物
質
的
文
化
白
土
り
低
金
水
準
に
迄
島
し
下

げ
色
れ
る
。
又
階
級
品
制
立
ほ
激
化
十
る
。
し
か
し
で
一
方
で
ほ
移
住
者
の
増
加
又
は

F
暦
民
の
貧
困
に
よ
る
暴
動
。
惨
事
等
院

Z
H人

口
数
白
減
少
を
見
る
バ
他
方
で
は
蒋
し
持
銀
の
下
落
に
も
拘
色
守
凡
骨
教
が
依
然
と
し
て
増
犬
ず
る
揚
合
、
弊
倒
の
平
均
的
能
率
ほ
低

木
ず
る
。

a
(

二
三
反
掛
民
、
工
業
開
化
的
後
展
が
一
自
由
陀
放
任
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ぽ
一
生
産
ガ
ほ
-
可
能
な
る
最
高
限
に
到
建
ず
る
で
あ

ち
ぅ
。
同
時
に
努
銀
は
騰
貴
し
・
他
方
地
代
段
低
簿
す
る
、
財
白
叶
分
配
ほ
以
前
よ
り
は
均
等
化
せ
ち
れ
る
。
人
口
は
更
陀
増
加
し
、
し

か
も
彼
等
白
給
付
能
力
位
決
し
で
減
退
す
る
と
主
段
沿
い
1

以
上
経
済
的
観
鮪
{
岡
皆
、
車
庫
力
)
枇
合
的
翻
賭
(
枇
脅
的
平
和
、
勢
働
者

酷
綾
町
物
質
的
紙
麗
)
図
民
的
翻
新
車
(
防
衛
力
、
自
立
的
接
葉
市
存
在

m
h
.つ
れ
の
糊
黙
止
り
見
る
も
工
業
闘
化
的
議
展
は
閥
官
民
封
ず
る

刺
戟
と
し
て
・
枇
舎
的
卒
和
の
係
議
者
と
し
て
、
園
家
由
一
勢
力
陀
封
ず
る
補
足
者
と
し
て
歎
凱
さ
る
べ
音
も
白
と
見
る
の
で
あ
る
ロ

、
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一
、
回
世
自
国

nv

〉
目
白

-EMU-

二
、
た
と
へ
悶
横
藤
庇
榔
「
農
村
商
救
論
』
、
菅
原
兵
抽
「
鹿
土
誼
」
。

豆
、
何
回
嗣
郎
「
農
業
相
関
』
第
↓
餅
新
農
業
立
岡
繭
五
頁
、
五
十
五
頁
品
世
間
@

回
、
〈

mr
〉
品
。
同
者
回
開
岬
O
H
勺
〉
明

R
A
E
F
A
r
a
z
z
E
C
N
L
P恒
国
a

H

官凶巴

F
d】
O

国
自
民
自
主
巴
尽
骨
E
E
F
O
P
口
R
E
M
-目
白

F
M
〉
回
出
・

同
巾
W
U
N
同

白

一

十
九
骨
粗
末
、
二
十
世
組
初
頭
の
ド
イ
ツ
尺
於
て
農
業
保
穫
を
争
「
っ
て
、
ヮ

rナ
ー
と
ア
レ
シ
タ
ノ
l
問
に
蹴
烈
な
る
論
争
が
た
λ

恥
位
さ
れ
た
自
で
あ
る
が
、

"
y
F
ナ
ー
に
品
。
て
は
向
感
情
捕
の
範
問
を
誕
股
L
、
都
市
生
協
の
民
族
衛
生
、
思
想
的
危
機
を
表
明
L
、

都
布
的
人
口
白
「
胸
囲
落
」
ナ
ち
が
云
錦
さ
れ
『
兵
卒
、
と
し
て
の
適
格
性
に
ヲ
い
て
ま
で
論
及
さ
札
る
に
至
っ
た
@
而

L
で
伎
は
そ
由
結

論
主

L
て
農
民
は
列
何
に
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
ら
由
正
越
ベ
る
由
で
あ
る
。
(
己
A
で
救
は
れ
る
農
民
は
主
と
し
て
東
部
プ
ロ

4
セ
タ
回

大
穀
作
農
場
主
た
る
潤
渇
田
昌
ン
カ
ー
で
あ
で
っ
た
J
斯
様
な
農
業
に
醐
ず
る
い
は
ば
単
純
特
質
論
に
恭
〈
論
識
が
積
樋
性
、
建
設
挫
に

帥
附
け
て
い
る
と
と
は
担
簡
で
事
る
・
と
れ
い
に
剖
L
J
J
レ
ン
タ
ノ
ー
は
主
主
し
て
純
担
済
論
的
立
場
に
於
て
調
蹴
的
論
議
を
展
開
L
h
D

で
あ
る
@
プ
レ
ン
タ
J

l
は
主
と
し
て
寸
鴻
鵠
穀
物
関
積
耐
」
に
於
て
よ
被
の
農
政
串
原
論
、
一
九
二
五
年
、
東
畑
、
篠
山
原
一
共
帯
昭
湘
十

九
年
中
に
も
所
々
繭
止
し
あ

p
)
極
力
穀
物
岡
松
に
反
謝
簡
を
と
な
へ
、
そ
れ
は
現
在
白
一
貫
業
生
産
棚
橋
、
生
産
方
法
白
車
な
る
擁
護
¥

ノ

に

T
P、
琵
展
聾
閤
を
農
業
中
に
も
た
ら
さ
即
と
論
ず
る
白
で
串
あ
@
そ
恥
が
彼
白
絡
F
h

か
は
ら
さ
る
勢
働
者
世
脅
政
策
的
思
想
白
土

に
立
論
さ
れ
て
い
る
の
は
官
ふ
抱
も
な
い
.

F
イ
ツ
エ
ル
は
プ
レ
ン

B
ノ
1
土
回
一
一
唐
徹
底
し
て
紹
持
論
的
側
而
よ

P
農
業
、
工
業
白

、
特
質
を
釦

E
把
握
L
り
ミ
蹟
業
岡
化
、
工
業
閥
化
百
問
題
を
探
曲
目
し
て
い
る
e

一

v

p

~

五、

F
イ
ヅ
孟
ル
は
既
に
一
九

O
一
年
「
保
護
闘
祇
と
世
合
改
良
一
」
な
る
車
行
本
に
於
て
自
向
貿
晶
の
論
擦
と
し
て

a

白
賃
銀
法
則
を
た
て
た
。

リ
カ
ル
ド
オ
が
確
岡
た
る
分
間
簡
に
基
づ
い
て
般
物
自
由
貿
易
を
主
張
し
た
占
相
似
た
と
ζ

ろ
が
見
ら
れ
る
@
し
か

L
彼
自
設
は

9
b
ル

ド
オ
白
並
行
設
と
尻
割
に
賃
銀
は
限
界
耕
作
地
に
於
け
る
耽
穫
、
と
共
に
上
下
し
従
つ
で
穀
物
白
筒
栴
正
反
調
陀
上
下
す
る
と
読
〈
、
彼
自
パ

ら
稗
し
て
池
行
設
と
宵
ふ
.

六
、
出
。
宙
望
リ
r
目

w
z
o
f
〉
開

E
R
r
-
E岬
周
囲
臣
官
且
邑
司

H
E
E
E
m
u
E何時
U

凹・

E
-

農

業

主

闘

論

批

殉

、

第

六

十

一

巻

、

、

七

第
一
親

= 
七

、
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u
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p
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U
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¥

凡、

uzRNeご
p
p
D
印

Z
プ
レ

ν
タ
ノ
ー
は
そ
り
障
政
回
申
陣
論
中
に
聞
の

FEN?のト
04mEM宮
、
岡
崎

MmEZ乙
ヨ
胃
ロ
包
容
認
臣
、

r-宮
両

r

H

官
H

・
目
・
也
同
・
を
引
用
し
て
同
一
白
乙
、
と
を
諸
ベ
ヂ
む
い
る
@
謀
本
四
十
百
一
i
l
同
十
五
頁
参
照
@

九、ロ
W
R
N内

HUMW
・"。

ω
E・

十、

F
S
E
F
F
0・出身・

十
一
、
問
昂
官
巴

w
p
F
C・臼
-
mヲ

十
二
、
口
町
内
昨

NE、
p
p
d・
m
m
∞目

十
一
ニ
、
巴
符
疋
巴
担
問

W

C
回
目
'
吋
。
.

十
凶
、
ぐ
同
「
巴
町
尚
昆
ナ
同

2
3
8
ロ
E品
目
。
色
色
尚
一
色
。

E
J
国
司
]
品
目
岡
市
首
同
・
回
目
問
。
同

十
五
、
口
W
E巴

U
p
p
-
-
田・吋岡市
H

U

I

~

♂

士
つ
り
E
N
o
r
p。
E
N
O
P
E明
R
O
B
E
品
目

E
E
E
E白
色
。
回
目

E
m
P
E
E
P
H官凶

第
六
十
一
巻

::: 
l¥. 

ノ、

傍

観

』

ー

「
農
工
業
岡
家
h
y
、
工
業
闘
家
か
」

の
性
格

、
b
れ
わ
れ
ほ
デ
イ
ツ
エ
ル
の
州
一
論
を
何
等
の
私
見
を
交
へ
る
と
左
左
く
能
ふ
か
ぎ
り
詳
細
忙
遁
ペ
来
っ
た
D
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
あ

た
か
も
十
九
世
紹
の
英
闘
に
於
け
る
マ
ル
サ
子
リ
カ
ル
ド
オ
問
に
行
は
れ
た
農
業
保
護
論
争
の
際
H
カ
ル
ド
オ
が
こ
ム
ろ
み
た
農
業

保
護
論
批
判
を
二
十
町
紀
初
日
酬
の
凋
泡
陀
再
現
し
た
如
き
感
在
禁
じ
得
ぬ
白
で
あ
る
。
彼
の
す
一
揚
が
古
典
準
採
白
、
停
統
在
容
重
し
、
己

同
れ
を
ド
イ
ウ
に
於
け
る
限
界
致
用
撃
滅
の
侠
値
論
正
矛
盾
左
〈
府
友
ぜ

L
め
る
と
と
J

ろ
忙
あ
っ
た
と
と
ほ
周
知
の
事
費
で
あ
る
が
、
と

B
A

で
も
彼
が
徐
り
に
占
典
出
宇
派
。
理
論
に
忠
貨
な
る
に
驚
く
の
で
あ
る
。
己
人
ろ
み
に
彼
の
理
論
の
リ
カ
ル
ド
オ
一
企
の
類
似
白
諸
黙
を

取
出
し
て
見
る
た
ら
ば

λ
ご
‘
穀
物
獲
得
忙
つ
い
て
外
岡
依
存
の
危
険
性
に
針
す
る
著
し
き
梁
腕
的
立
揚
。
(
二
三
特
定
申
階
級
忙
獣



ず
る
ι
配
慮
が
岡
家
の
宮
正
人
口
の
増
大
と
を
阻
害
す
べ
か
ら
や
1
t
見
Z
1
2
5
.
穀
債
の
低
廉
ほ
地
代
m
U

低
落
を
も
た
ち
す
。
円
四
)
、

穀
慣
の
低
廉
は
努
働
者
階
級
に
も
賓
極
忙
於
て
利
益
と
な
る
。
(
五
)
、
公
平
調
和
よ
り
生
産
力
白
増
大
を
選
ぶ
。
(
六
)
、
政
治
よ
り
も

経
桝
の
尚
一
律
性
を
。
共
他
多
〈
存
ず
る
白
で
あ
る
が
、
か
L
る
古
典
準
滅
的
性
絡
を
有
す
る
ヂ
イ
W

ノ
エ
ル
の
現
論
が
論
文
の
執
笠
さ
れ

た
第
一
究
欧
【
洲
大
戦
直
後
白
濁
泡
忙
如
何
在
る
意
義
を
持
つ
も
白
だ
の
で
あ
ら
う
か
。
刊
リ
カ
ル
ド
オ
の
現
論
が
費
本
主
義
的
設
展
白
初

'
期
に
あ
る
英
闘
に
劃
し
如
何
在
る
岱
引
を
は
た
し
た
か
ほ
と
h

に
一
帯
、
、
誌
も
な
い
。
資
本
主
義
務
展
の
川
護
献
に
於
て
告
く
れ
た
澗
逸

が
幾
多
の
苦
難
を
寛
服
し
つ
h
t
同
度
の
段
階
に
到
達
し
、
先
進
閥
英
岡
青
遁
ぴ
越
さ
ん
と
し
て
遂
に
勃
護
じ
た
欧
洲
大
戦
に
一
敗
地
に

ま
み
れ
、
調
泡
資
本
主
義
ぽ
再
起
の
日
一
を
到
し
つ

L
戦
争
目
痛
手
に
あ
へ
い
で
い
た
。
か
h

為
る
苦
悩
の
底
か
ら
早
〈
毛
立
上
ら
ん
と
し

て
い
た
澗
治
資
本
主
義
の
期
待
す
べ
き
は
何
よ
り
も
先
づ
工
業
の
復
興
で
あ
ヲ
た
、
自
闘
を
戦
揚
忙
さ
ち
さ
な
か
っ
た
と
の
闘
の
農
業

は
戦
闘
記
よ
る
被
害
は
恐
ち
〈
騨
微
訟
も
白
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
し
か
も
イ

y
フ
レ

1
シ
ヨ

V
K
ょ
っ
だ
戦
前
よ
り
は
る
か
に
め

ぐ
垂
れ
た
る
地
位
〔
工
業
に
比
し
和
樹
的
に
)
に
あ
っ
た
己
と
は
各
岡
英
語
で
あ
っ
売
。
従
っ
て
獅
泡
岡
家
と
し
て
の
最
大
白
目
棋
は
ヱ

，
業
生
産
力
制
U

能
品
恥
ぎ
り
速
か
紅
毛
復
活
で
あ
り
?
ま
た
E
L
K
E
そ
イ
シ
フ
レ

1
シ
ヨ

V
E救
ふ
健
全
な
る
方
途
が
見
出
さ
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
更
忙
世
界
は

N
U
Kし
〈
闘
際
的
協
調
と
永
遠
の
平
和
在
る
思
想
恒
異
常
白
期
待
を
か
け
て

m
た
営
時
に
あ
ヲ
て
は
貿
易
の

自
由
は
最
も
堅
ま
じ
い
政
策
目
標
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
い
7

イ
ツ
ヱ
ル
が
資
本
主
義
ト
の
そ
め
中
K
M穿
く
の
矛
盾
を
合
ん
一
だ
高
度
白
食
展

段
胸
忙
於
て
飴
り
忙
も
柴
観
的
左
工
業
図
化
主
義
白
主
張
者
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
所
以
が
上
惑
の
現
賞
把
握
白
土
で
理
解
せ
ら
れ

得
る
D
で
あ
る
。
二
十
世
犯
の
初
開
澗
抱
帝
問
主
義

Dm礎
知
に
於
て
行
は
れ
た
農
業
保
欝
論
争
を
か
へ
り
見
る
な
ら
ば
・
デ
イ

y
z

ル
白
立
揚
が
プ
レ
V

タ
ノ
ー
よ
り
も
一
暦
徹
底
せ
る
純
経
済
論
的
性
質
を
有
す
る
貼
誠
に
興
味
が
深
h

D
で
あ
る
n
か
く
て
古
典
皐
振

の
古
き
理
論
が
デ
イ
ツ
Z

ル
一
忙
よ
り
新
し
安
衣
を
あ
た
へ
ら
れ
、
戦
後
の
澗
逸
白
工
業
D
復
興
に
一
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
見
得

農
業
立
闘
簡
批
列

第
六
十
一
巻

第

観

主主

九

九

拠品



， 

農
業
立
岡
論
批
判

第
六
十
一
種

四
O 

静
一
一
眠

四
。

る
白
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
デ
司
ツ
ヱ
ル
理
論
。
有
す
る
性
格
ほ
と
れ
の
み
で
は
在
h
o

彼
白
時
代
白
持
つ
一
白
牧
徴
た
る
持
働
者
階

級
O
強
力
化
、
階
級
闘
争
の
激
犯
に
針
ず
る
顧
慮
よ
り
す
る
、
所
調
理
論
家
尚
宏
揚
i
l
a
ひ
と
し
く
一
切
の
ポ

H
T
イ
1
ク
か
ち
自
由

で
あ
る
1
1
0が
之
で
あ
る
。
斯
様
を
性
格
白
理
V

沼
早
酬
が
究
極
に
於
て
如
何
去
る
役
割
を
は
た
す
か
は
)
マ
ッ
ク
R

ウ

Z
O
A
-
D
波
債
他
性

理
論
d
性
格
解
明
か
ら
た
や
す
る
理
解
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
又
デ
イ
ツ
ヱ
ル
の
寸
穀
物
関
税
と
枇
舎
改
良
ι
中
に
於
け
る
賃
銀
と
地

代
と
の
排
反
聞
係
の
論
断
の
際
の
理
論
的
武
器
と
し
て
使
用
せ
る
「
孤
立
法
」
が
明
一
味
忙
所
調
理
論
白
山
性
格
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
も

あ
。
上
遁
の
性
格
交
も
一
つ
彼
の
理
論
が
益
生
産
費
木
の
増
加
は
資
本
白
集
積
及
び
集
中
b
h
意
味
す
る
』
事
、
資
本
集
中
は
分
業
と
機
械
膝

用
と
の
偉
大
た
る
務
逮
を
う
な
が

T事
、
分
業
白
設
建
は
持
働
と
弊
働
者
と
の
特
殊
性
を
破
壊
し
、
従
っ
て
勢
働
者
聞
の
競
争
を
増
大

す
る
事
、
機
械
も
犬
規
模
忙
同
様
白
結
果
を
つ
く
b
同
す
事
、
夏
K
生
産
資
本
は
増
加
す
れ
ば
す
る
程
需
要
D
わ
か
り
て
い
な
い
市
揚

め
あ
て
に
袋
々
生
産
し
・
耽
け
れ
ば
お
ら
な
く
を
サ
、
た
の
結
果
と
し
て
恐
怖
が
そ
の
強
度
と
速
度
と
を
増
す
事
等
級
白
持
銀
騰
貴
設
が

E
れ
等
の
諸
事
寅
に
解
答
し
が
党
い
の
は
営
然
で
あ
る
。

大
河
内
一
男
、
網
越
壮
骨
政
策
思
想
典
、
同
首
四
十
四
頁
吋
宜
百
五
-
十
三
頁
法
下
参
問
。

川
野
重
暢
「
穀
傾
注
賃
銀
」
農
業
艇
掛
研
究
梧
寸
云
苦
節
問
地
師
、
六
十
八
頁
、
山
内
十
九
頁
参
問
。

{

融

}

)

(
註
ニ
}

'-

" て
， 

回
、
結

三重含
Bコ

主
連
せ
る
デ
イ
w
〆
エ
ん
の
所
設
は
古
典
準
滅
的
な
る
純
粧
油
開
的
・
4
出
界
主
義
的
色
調
を
多
分
に
持
つ
黙
に
於
て
可
し
か
も
と
れ
が
阻
明

治
白
敗
戦
土
、
日
立
色
ち
ん
と
す
る
時
期
忙
書
か
れ
た
従
っ
て
澗
逸
の
再
起
を
常
に
白
組
閣
し
て
白
立
論
た
る
賄
に
於
て
、
そ
れ
が
一
一
間
示

す
と
と
る
の
淡
町
慣
値
的
佐
官
も
拘
ら
ー
で
倒
壊
び
と
る
べ
き
と
と
ろ
多
々
あ
る
も
の
ム
」
考
へ
る
白
で
品
る
。
現
在
世
界
の
民
衆
は
ひ

吋 J抱
一 日】



. 

と
し
(
永
遠

r平
和
を
希
求
し
て

20
し
か
も
生
産
力
の
増
大
、
技
術
の
進
歩
、
製
術
の
護
展
、
息
認
白
動
向
等
は
世
界
共
和
国
置

す
進
む
べ
き
各
種
の
保
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
も
見
色
れ
る
の
で
あ
る
J

匂
叉
現
貨
に
は
岡
際
聯
合
は
結
成
せ
ち
れ
、
ア
メ
リ
カ
住
於

てしは

Z
F
P
I
-
-
H
I
J
V
ス、

7
ル
ず
イ
ン

-
A
Y
L
τ

て
オ
ル
タ

1
・
リ
町
ノ
プ
マ
ン
の
如
〈
枇
回
押
闘
家
へ
白
磁
展
L
射
す
る
四
論
づ

け
が
官
一
問
、
古
し
て
安
明
苫
れ
、
世
界
位
向
っ
て
唱
導
せ
ら
れ
て
m
v
q
赦
擦
で
あ
る
。
か

L
r動
向
に
際
し
て
最
も
有
力
な
る
べ
も
白
は
終

桝
目
論
理
で
お
り
・
経
掛
の
闘
律
性
で
あ
る
。
止
場
せ
る
純
経
桝
論
的
立
揚
が
具
暢
的
在
カ
を
保
持
す
る
を
得
る
、
の
ほ
か
主
う
い
な
保
件

、

白

下

に

於

て

で

あ

る

。

一

一

。

一

〆

J
、

関
税
自
主
棋
な
き
岡
酬
に
出
関
税
を
め
ぞ
る
農
工
業
の
針
金
白
あ
り
得
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
治
倫
将
来
来
る
立
と
あ
る
べ
曹
民

一

e

・

業
恐
怖
の
嵐
に
日
本
農
業
そ
死
滅
の
一
危
機
か
ち
数
ふ
た
め
に
は
補
助
金
政
策
の
採
用
も
巳
む
を
得
白
と
と
も
あ
ら
う
。
従
っ
て
工
業
の

再
建
陀
要

T
る
同
種
の
政
策
、
と
の
聞
に
雨
産
業
聞
の
抗
手
も
考
へ
筏
ら
れ
る
。
し
が

L
綿
糸
閥
税
の
自
由
が
回
復
せ
ら
れ
た
践
に
段
、

戦
時
中
止
む
を
得
ざ
る
食
習
慣
の
時
換
ほ
主
食
に
封
ず
る
同
定
的
制
念
占
り
多
く
白
岡
民
を
解
放
し
J
穀
物
閥
税
D
影
響
b
h
昔
日
白
如
‘

〈
等
闘
に
附
す
・
う
か
ら
ぎ
る
事
が
推
察
せ
ち
れ
る
厄
で
あ
る
o
開
税
を
め
ぐ
る
農
工
業
問
白
抗
争
が
宮
田
の
問
題
化
ず

ιと
と
も
理
論
タ

件
民
ほ
考
へ
得
ち
れ
る
。
か
く
て
粧
品
桝
の
論
理
が
白
色
を
貫
徹
す
る
な
hbT
ぽ
、
日
本
農
業
一
に
成
さ
れ
た
運
命
は
白
色
の
力
に
依
る
合
組
」

化
以
外
に
は
存
し
た
い
。
し
か
も
と
の
合
理
化
は
過
去
の
歴
史
陀
願
み
る
時

F

工
業
部
門
の
協
力
寺
、
し
て
は
、
成
苫
-
払
得
自
由
で
あ

る。

b
れ
わ
れ
は
主
犬1
・
な
き
農
業
の
運
命
ほ
迭
に
山
世
界
の
最
低
た
準
陀
あ
る
農
民
、
例
印
の
そ
れ
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
と
主
立
て

ば
を
ち
た
い
。
一
現
在
の
日
本
政
農
業
保
護
陀
占
る
工
業
旋
回
肢
の
緩
慢
化
忙
あ
ら
宇
L
て
、
積
極
的

r
工
業
の
再
活
動
を
促
進
す
る
こ
と

に
上
っ
て
工
業
生
産
力
を
龍
ム
限
担
惑
か
に
開
彼
せ
じ
め
、
モ
白
結
果
獲
得
せ
ら
れ
た
工
業
生
産
物
に
よ
っ
て
農
業

ρ質
的
責
的
欝

、

.

展
を
企
闘
せ
ね
ぽ
左
ち
泊
の
で
あ
る
。

農
業
立
岡
諭
批
剣

第
六
十
一
餐

四

第

続

四

h 

J 〆




